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松山
大
学
論
集
第
二
十
三
巻
第
四
号
抜
刷
平
成
二
十
三
年
十
月
発
行
民
法
四
六
七
条
と
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
（
二
・
完
）古
屋
壮
一
民
法
四
六
七
条
と
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
（
二
・
完
）古
屋
壮
一
一
本
稿
の
目
的
二
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
の
特
定
と
そ
の
検
証
１
特
定
か
つ
検
証
す
べ
き
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
の
規
定
２
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
三
四
二
条
（
以
上
、
二
三
巻
一
号
）
３
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
三
五
〇
条
４
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
三
五
一
条
５
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
三
五
三
条
６
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
三
五
四
条
７
小
括
三
日
本
法
へ
の
示
唆
１
民
法
四
六
七
条
二
項
の
解
釈
論
へ
の
示
唆
２
民
法
四
六
七
条
一
項
の
解
釈
論
へ
の
示
唆
四
お
わ
り
に
（
以
上
、
本
号
）
一
３ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
三
五
〇
条
第
二
草
案
三
五
〇
条
も
ま
た
、
一
見
す
る
と
、
梅
起
草
委
員
が
甲
号
議
案
四
七
〇
条
を
起
草
す
る
際
に
参
照
し
た
第
二
草
案
の
規
定
に
含
ま
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
え
る
（
本
稿
一
を
参
照
）。
し
か
し
、
梅
起
草
委
員
に
よ
っ
て
参
照
さ
れ
た
第
二
草
案
三
五
一
条
が
第
二
草
案
三
五
〇
条
を
準
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
梅
起
草
委
員
は
当
然
に
、
第
二
草
案
三
五
〇
条
も
参
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る
（
第
二
草
案
三
五
一
条
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）。
第
二
草
案
三
五
〇
条
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
。
「

新
債
権
者
は
、
債
務
者
が
債
権
の
譲
渡
後
に
旧
債
権
者
に
対
し
て
し
た
給
付
、
及
び
債
権
の
譲
渡
後
に
債
務
者
と
旧
債
権
者
と
の
間
で
そ
の
債
権
に
関
し
て
な
さ
れ
た
法
律
行
為
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
債
務
者
が
そ
の
給
付
又
は
法
律
行
為
の
時
点
で
債
権
の
譲
渡
を
知
っ
て
い
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

債
権
の
譲
渡
後
に
債
務
者
と
旧
債
権
者
と
の
間
で
係
属
し
た
訴
訟
に
お
い
て
、
そ
の
債
権
に
関
す
る
確
定
判
決
が
あ
っ
た
と
き
は
、
新
債
権
者
は
、
そ
の
判
決
の
効
力
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
訴
訟
が
係
属
し
た
時
点
で
債
務
者
が
債
権
の
譲
渡
を
知
っ
て
い
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。」
第
二
草
案
三
五
〇
条
の
文
言
は
、Pionier
社
版
、M
andry
の
私
撰
版
、Reatz
版
お
よ
び
官
版
第
二
草
案
の
す
べ
て
に
お
い
て
、
全
く
同
一
で
あ
り
、
脚
注
を
付
さ
れ
て
い
な
い
。
暫
定
第
二
草
案
、
官
版
第
二
草
案
と
も
に
、
同
条
の
趣
旨
を
説
明
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
第
二
委
員
会
議
事
録
の
う
ち
、
債
権
譲
渡
を
含
む
第
一
巻
は
、
一
八
九
七
年
に
公
表
さ
れ
た
が
、
そ
こ
で
は
た
と
え
ば
、
第
二
草
案
三
五
〇
条
一
項
は
、
第
一
草
案
三
〇
四
条
一
項
の
表
現
を
わ
ず
か
に
変
更
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
説
明
さ
れ
て
い
る
（
７５
）
。
し
た
が
っ
て
、
第
一
草
案
三
〇
四
条
一
項
の
趣
旨
は
、
第
二
草
案
三
五
〇
条
一
項
に
お
い
て
も
維
持
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
第
一
草
案
理
由
書
（
一
八
八
八
年
）
は
、
第
一
草
案
三
〇
四
条
一
項
の
趣
旨
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
松
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二
２６３
譲
渡
債
権
は
、譲
渡
人
と
譲
受
人
が
債
権
譲
渡
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、譲
渡
人
と
譲
受
人
と
の
間
だ
け
で
は
な
く
、
債
務
者
に
対
す
る
関
係
で
も
完
全
に
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
と
移
転
す
る
が
（
債
権
の
特
定
承
継
原
則
）、
通
知
は
債
権
譲
渡
の
効
力
発
生
要
件
で
は
な
い（
も
ち
ろ
ん
、
対
抗
要
件
で
も
な
い
）た
め
、
債
務
者
は
、
債
権
譲
渡
を
知
り
え
な
い
可
能
性
が
あ
り
、
旧
債
権
者
で
あ
る
譲
渡
人
に
無
効
な
弁
済
を
し
て
二
重
弁
済
の
危
険
を
負
う
恐
れ
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
弁
済
を
特
別
に
例
外
的
に
有
効
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
債
権
譲
渡
を
知
ら
な
い
で
譲
渡
人
（
旧
債
権
者
）
に
対
し
て
弁
済
し
た
債
務
者
を
保
護
す
る
べ
き
で
あ
る
（
７６
）
。
右
の
第
一
草
案
理
由
書
の
説
明
は
、
債
権
譲
渡
に
つ
き
善
意
の
債
務
者
が
譲
渡
人
（
旧
債
権
者
）
に
弁
済
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
弁
済
を
無
効
と
し
、
債
権
譲
渡
契
約
当
事
者
で
は
な
い
債
務
者
に
二
重
弁
済
を
強
い
る
こ
と
は
譲
渡
人
、
譲
受
人
お
よ
び
債
務
者
間
の
公
平
に
反
す
る
と
い
う
理
解
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
債
務
法
部
分
草
案
理
由
書
（
一
八
八
二
年
）
も
、
債
務
法
部
分
草
案
一
五
条
一
文
の
趣
旨
に
つ
い
て
（
７７
）
、
第
一
草
案
理
由
書
と
同
様
の
説
明
を
し
て
い
る
（
７８
）
。
一
八
九
五
年
三
月
に
甲
号
議
案
四
七
〇
条
を
起
草
し
た
梅
起
草
委
員
は
、
第
一
草
案
三
〇
四
条
の
趣
旨
を
知
り
え
た
の
で
あ
り
、
甲
号
議
案
四
七
〇
条
の
起
草
時
に
第
二
委
員
会
議
事
録
（
一
八
九
七
年
）
を
参
照
し
え
な
か
っ
た
も
の
の
、
第
二
草
案
三
五
〇
条
の
趣
旨
を
把
握
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
暫
定
第
二
草
案
お
よ
び
官
版
第
二
草
案
は
、
第
二
草
案
三
五
〇
条
に
お
い
て
も
、
同
条
を
支
配
し
て
い
る
債
権
の
特
定
承
継
原
則
（
第
二
草
案
三
四
二
条
）
に
つ
い
て
、
譲
渡
人
お
よ
び
譲
受
人
間
の
債
権
譲
渡
契
約
締
結
に
よ
っ
て
、
譲
渡
契
約
の
効
力
が
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
し
て
も
完
全
に
及
ぶ
根
拠
を
説
明
し
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
梅
起
草
委
員
は
、
第
二
草
案
三
四
二
条
に
引
き
続
き
第
二
草
案
三
五
〇
条
か
ら
も
、
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
関
係
で
も
債
権
の
特
定
承
継
が
妥
当
す
る
理
由
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
本
稿
二
２
を
参
照
）
（
７９
）
。
本
稿
は
、
こ
の
点
を
特
に
強
調
し
て
お
き
た
い
。
２６２
民
法
四
六
七
条
と
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
（
二
・
完
）
三
４ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
三
五
一
条
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
三
五
一
条
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
。
同
条
二
項
に
つ
い
て
は
、Pionier
社
版
、M
andry
の
私
撰
版
、Reatz
版
お
よ
び
官
版
第
二
草
案
の
う
ちReatz
版
が
、
文
言
上
ほ
ん
の
わ
ず
か
に
他
の
第
二
草
案
と
異
な
っ
て
い
る
（
同
条
一
項
に
つ
い
て
は
、
三
つ
の
暫
定
第
二
草
案
と
官
版
第
二
草
案
の
す
べ
て
に
お
い
て
、
文
言
上
の
差
異
は
な
い
）。
ま
た
、
同
条
に
付
さ
れ
た
脚
注
に
つ
い
て
も
、Reatz
版
は
、
他
の
第
二
草
案
と
異
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、Reatz
版
と
他
の
第
二
草
案
と
の
差
異
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
同
条
に
つ
い
て
は
原
文
も
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
「

既
に
譲
渡
さ
れ
た
債
権
が
旧
債
権
者
に
よ
っ
て
再
度
第
三
者
に
譲
渡
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
債
務
者
が
そ
の
第
三
者
に
対
し
て
給
付
を
な
し
、
又
は
、
債
務
者
と
そ
の
第
三
者
と
の
間
で
法
律
行
為
が
行
わ
れ
、
若
し
く
は
、
訴
訟
が
係
属
し
た
と
き
は
、
債
務
者
の
た
め
に
、
第
三
五
〇
条
の
規
定
を
第
一
譲
受
人
に
対
し
て
準
用
す
る
。

既
に
譲
渡
さ
れ
た
債
権
が
裁
判
所
の
決
定
に
よ
っ
て
第
三
者
に
移
付
さ
れ
た
と
き
、
又
は
、
既
に
譲
渡
さ
れ
た
債
権
が
法
律
に
基
づ
き
第
三
者
へ
と
移
転
し
た
こ
と
を
旧
債
権
者
が
そ
の
第
三
者
に
対
し
て
承
認
し
た
と
き
も
、
前
項
と
同
様
で
あ
る
。」
【
第
二
草
案
三
五
一
条
の
原
文
】
§
３５１
（３０５
）
（
８０
）
Ist
eine
bereits
abgetretene
Forderung
von
dem
bisherigen
G
läubiger
nochm
als
an
einen
D
ritten
abgetreten
w
orden,
so
finden,
w
enn
der
Schuldner
an
den
D
ritten
geleistet
hat
oder
w
enn
zw
ischen
dem
Schuldner
und
dem
D
ritten
ein
Rechtsgeschäftvorgenom
m
en
oder
ein
Rechtsstreitanhängig
gew
orden
ist,
zu
G
unsten
des
Schuldners
die
V
orschriften
des§
３５０
dem
früheren
Erw
erbergegenüberentsprechende
A
nw
endung.
D
as
G
leiche
gilt,
w
enn
die
bereits
abgetretene
Forderung
durch
gerichtlichen
Beschluß
einem
D
ritten
überw
iesen
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w
orden
ist
oder
w
enn
der
bisherige
G
läubiger
dem
D
ritten
gegenüber
anerkannt
hat,
daß
die
bereits
abgetretene
Forderung
kraftG
esetzes
aufden
D
ritten
übergegangen
sei.
Reatz
版
を
除
く
暫
定
第
二
草
案
（Pionier
社
版
とM
andry
の
私
撰
版
）
お
よ
び
官
版
第
二
草
案
は
、
条
文
番
号
の
部
分
（
右
の
原
文
に
お
け
る
最
初
の
下
線
部
分
）に
脚
注
を
付
し
て
い
る
。Pionier
社
版
とM
andry
の
私
撰
版
の
脚
注
番
号
は
そ
れ
ぞ
れ
、
「
１
」
と
「
２２
」
で
あ
る
（
８１
）
。
ま
た
、
官
版
第
二
草
案
の
脚
注
番
号
は
、「
１
」
で
あ
る
（
８２
）
。
右
に
述
べ
たPionier
社
版
、M
andry
の
私
撰
版
お
よ
び
官
版
第
二
草
案
の
脚
注
は
、
文
言
上
同
一
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
、「
第
二
草
案
三
五
一
条
が
同
草
案
三
五
〇
条
二
項
を
準
用
す
る
限
り
、
民
事
訴
訟
法
二
三
六
条
に
お
い
て
同
草
案
三
五
〇
条
二
項
と
同
草
案
三
五
一
条
を
指
摘
す
る
こ
と
は
、
留
保
さ
れ
た
ま
ま
（
差
し
控
え
ら
れ
た
ま
ま
）
で
あ
る
。」
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
８３
）
。
と
こ
ろ
で
、
た
と
え
ば
、
第
二
草
案
三
五
一
条
一
項
と
対
応
関
係
に
あ
る
第
一
草
案
三
〇
五
条
一
文
は
（
債
務
者
に
よ
る
劣
後
譲
受
人
へ
の
弁
済
に
特
化
し
て
い
え
ば
）、
債
権
の
特
定
承
継
原
則
に
よ
っ
て
、
債
権
の
多
重
譲
渡
の
場
合
に
お
け
る
複
数
譲
受
人
間
の
優
劣
は
債
権
譲
渡
契
約
締
結
の
先
後
で
決
す
る
こ
と
に
な
る
と
こ
ろ
、
債
務
者
に
対
す
る
通
知
が
債
権
譲
渡
の
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
効
力
発
生
要
件
お
よ
び
対
抗
要
件
と
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
第
一
の
譲
渡
に
つ
き
善
意
で
劣
後
譲
受
人
た
る
第
二
譲
受
人
に
弁
済
し
た
債
務
者
に
つ
い
て
、
そ
の
弁
済
を
特
別
に
例
外
的
に
有
効
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
草
案
三
〇
五
条
一
文
は
、
譲
渡
契
約
当
事
者
で
は
な
い
債
務
者
の
第
二
譲
受
人
に
対
す
る
弁
済
を
有
効
と
し
て
、
債
務
者
を
二
重
弁
済
の
危
険
か
ら
解
放
す
る
こ
と
に
よ
り
、
譲
渡
人
、
第
一
譲
受
人
、
第
二
譲
受
人
お
よ
び
債
務
者
間
の
公
平
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
（
８４
）
。
第
一
草
案
三
〇
五
条
は
、
債
権
の
特
定
承
継
原
則
に
支
配
さ
れ
た
規
定
で
あ
り
、
暫
定
第
二
草
案
お
よ
び
官
版
第
二
草
案
と
も
に
第
一
草
案
三
〇
五
条
の
趣
旨
と
内
容
を
維
持
し
な
い
旨
の
記
述
を
一
切
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
第
二
草
案
三
五
一
条
の
趣
旨
は
、
第
一
草
案
三
〇
五
条
の
趣
旨
と
同
一
で
あ
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
（
８５
）
。
し
か
し
、Pionier
社
版
、M
andry
の
私
撰
版
お
よ
び
官
版
第
二
草
案
に
お
け
る
第
二
２６０
民
法
四
六
七
条
と
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
（
二
・
完
）
五
草
案
の
条
文
番
号
に
付
さ
れ
た
脚
注
は
、「
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
が
譲
渡
人
と
譲
受
人
に
よ
る
債
権
譲
渡
契
約
締
結
に
よ
っ
て
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
し
て
も
完
全
に
及
ぶ
と
し
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
六
九
〇
条
の
対
抗
要
件
主
義
を
採
用
し
な
い
理
由
」
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
こ
の
脚
注
を
有
す
るPionier
社
版
、M
andry
の
私
撰
版
お
よ
び
官
版
第
二
草
案
と
、
こ
の
脚
注
を
有
し
な
いReatz
版
と
の
間
に
は
、
差
異
は
存
し
な
い
と
分
析
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
Reatz
版
は
、
第
二
草
案
三
五
一
条
二
項
に
つ
い
て
も
、Pionier
社
版
、M
andry
の
私
撰
版
お
よ
び
官
版
第
二
草
案
と
異
な
る
点
を
有
し
て
い
る
。
ま
ず
、
右
の
原
文
に
お
け
る
二
番
目
の
下
線
部
分
に
着
目
す
る
と
、Pionier
社
版
、M
andry
の
私
撰
版
お
よ
び
官
版
第
二
草
案
は
、「ist
」
の
後
に
「，
」
を
打
っ
て
い
な
い
の
に
対
し
て
、Reatz
版
は
、「，
」
を
打
っ
て
い
る
（
８６
）（
８７
）
。
し
か
し
、
こ
の
形
式
的
な
差
異
は
、
第
二
草
案
三
五
一
条
二
項
の
翻
訳
に
全
く
影
響
を
与
え
な
い
。Reatz
版
と
そ
の
他
の
第
二
草
案
は
、
二
番
目
の
下
線
部
分
に
つ
い
て
、
実
質
的
に
同
一
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
、
右
の
原
文
に
お
け
る
三
番
目
の
下
線
部
分
に
つ
い
て
、Pionier
社
版
、M
andry
の
私
撰
版
お
よ
び
官
版
第
二
草
案
と
異
な
り
、Reatz
版
だ
け
が
、
脚
注
を
付
け
て
い
る
。
脚
注
の
番
号
は
、「
８
」
で
あ
る
（
８８
）
。Reatz
版
に
お
け
る
そ
の
脚
注
は
、「
こ
の
承
認
に
つ
い
て
特
別
な
方
式
を
定
め
た
規
定
を
置
く
こ
と
は
、
不
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。」
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
８９
）
。
こ
の
脚
注
も
ま
た
、
第
二
草
案
三
五
一
条
を
支
配
す
る
債
権
の
特
定
承
継
原
則
（
第
二
草
案
三
四
二
条
）
の
趣
旨
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
は
な
く
、
特
に
債
権
の
多
重
譲
渡
の
場
合
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
六
九
〇
条
の
対
抗
要
件
主
義
を
採
用
し
な
い
理
由
を
説
明
し
て
い
な
い
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
暫
定
第
二
草
案
お
よ
び
官
版
第
二
草
案
と
も
に
、
第
二
草
案
三
五
一
条
に
お
い
て
も
、
債
権
の
特
定
承
継
原
則
を
採
用
し
た
根
拠
に
つ
い
て
何
ら
述
べ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
や
は
り
、
梅
起
草
委
員
は
、
暫
定
版
と
官
版
双
方
の
第
二
草
案
三
五
一
条
を
参
照
し
て
も
、
な
ぜ
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
が
譲
渡
契
約
締
結
に
よ
っ
て
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
し
て
も
（
不
完
全
で
は
な
く
）
完
全
に
及
ぶ
の
か
、
甲
号
議
案
四
七
〇
条
起
草
時
に
は
そ
の
趣
旨
を
把
握
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
松
山
大
学
論
集
第
二
十
三
巻
第
四
号
六
２５９
５ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
三
五
三
条
第
二
草
案
三
五
三
条
は
、
以
下
の
よ
う
な
規
定
で
あ
り
、
三
つ
の
暫
定
第
二
草
案
と
官
版
第
二
草
案
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、
文
言
上
の
差
異
は
な
い
。
た
だ
、
暫
定
第
二
草
案
の
う
ちReatz
版
の
み
、
同
条
一
項
に
脚
注
を
付
し
て
い
る
。Reatz
版
の
脚
注
の
位
置
を
正
確
に
示
す
た
め
、
第
二
草
案
三
五
三
条
に
つ
い
て
も
、
訳
文
と
あ
わ
せ
て
原
文
を
掲
載
す
る
。
「

債
務
者
は
、
旧
債
権
者
に
よ
っ
て
交
付
さ
れ
た
債
権
の
譲
渡
に
関
す
る
証
書
の
交
付
と
引
換
え
で
の
み
、
新
債
権
者
に
対
し
て
給
付
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新
債
権
者
の
告
知
又
は
催
告
は
、
そ
の
証
書
の
呈
示
な
く
し
て
な
さ
れ
、
か
つ
、
債
務
者
に
よ
っ
て
そ
の
証
書
の
呈
示
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
遅
滞
な
く
拒
絶
さ
れ
た
と
き
は
、
無
効
で
あ
る
。

前
項
の
規
定
は
、
旧
債
権
者
が
債
務
者
に
対
し
て
債
権
の
譲
渡
に
つ
い
て
書
面
で
通
知
し
た
と
き
は
、
適
用
し
な
い
。」
【
第
二
草
案
三
五
三
条
の
原
文
】
§
３５３
（３０８
）
（
９０
）
D
er
Schuldner
ist
dem
neuen
G
läubiger
gegenüber
zur
Leistung
nur
gegen
A
ushändigung
einer
von
dem
bisherigen
G
läubiger
über
die
A
btretung
ausgestellten
U
rkunde
verpflichtet.
Eine
K
ündigung
oder
eine
M
ahnung
des
neuen
G
läubigers
istunw
irksam
,
w
enn
sie
ohne
V
orlegung
einersolchen
U
rkunde
erfolgtund
aus
diesem
G
runde
von
dem
Schuldnerunverzüglich
zurückgew
iesen
w
ird.
D
iese
V
orschriften
finden
keine
A
nw
endung,
w
enn
der
bisherige
G
läubiger
dem
Schuldner
die
A
btretung
schriftlich
angezeigthat.
梅
起
草
委
員
が
甲
号
議
案
四
七
〇
条
起
草
時
に
参
照
し
え
な
か
っ
た
、
債
権
譲
渡
を
含
む
第
二
委
員
会
議
事
録
第
一
巻
に
よ
れ
２５８
民
法
四
六
七
条
と
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
（
二
・
完
）
七
ば
、
第
二
草
案
三
五
三
条
は
、
第
一
草
案
三
〇
八
条
前
段
の
趣
旨
を
維
持
し
て
い
る
と
い
う
（
９１
）（
９２
）
。
第
一
草
案
に
お
い
て
は
、
債
権
の
特
定
承
継
原
則
（
第
一
草
案
二
九
三
条
）
か
ら
（
９３
）
、
譲
渡
債
権
は
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
と
の
間
の
債
権
譲
渡
契
約
締
結
の
み
に
よ
っ
て
債
務
者
に
対
す
る
関
係
で
も
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
と
完
全
に
移
転
し
、
そ
の
完
全
な
移
転
の
た
め
の
譲
渡
に
つ
い
て
の
債
務
者
に
対
す
る
通
知
は
不
要
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
債
務
者
は
、
表
見
譲
受
人
に
対
し
て
無
効
な
弁
済
を
し
て
、
真
正
な
債
権
者
と
の
関
係
で
二
重
弁
済
の
危
険
を
負
い
う
る
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
結
果
は
、
譲
渡
契
約
当
事
者
で
は
な
い
債
務
者
が
不
利
益
を
被
る
た
め
、
譲
渡
人
、
譲
受
人
お
よ
び
債
務
者
間
の
公
平
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
第
一
草
案
は
、
譲
受
人
（
新
債
権
者
）
が
譲
渡
債
権
を
行
使
す
る
た
め
に
は
、
譲
渡
人
に
よ
る
債
務
者
に
対
す
る
譲
渡
に
つ
い
て
の
通
知
、
ま
た
は
譲
渡
に
つ
い
て
の
公
正
証
書
の
債
務
者
に
対
す
る
呈
示
と
い
う
要
件
を
譲
受
人
が
具
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
新
債
権
者
た
る
譲
受
人
に
「
権
利
者
と
し
て
の
資
格
（Legitim
ation
）」
を
債
務
者
に
対
し
て
証
明
さ
せ
る
の
で
あ
る
（
９４
）
。
な
お
、
債
務
法
部
分
草
案
も
、
第
一
草
案
三
〇
八
条
と
同
様
の
規
定
を
置
い
て
い
る
（
一
八
条
一
項
）
（
９５
）
。
債
務
法
部
分
草
案
理
由
書
に
よ
れ
ば
、
債
務
法
部
分
草
案
一
八
条
一
項
の
趣
旨
は
、
第
一
草
案
三
〇
八
条
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
（
９６
）
。
第
二
草
案
三
五
三
条
に
関
す
る
第
二
委
員
会
議
事
録
の
説
明
か
ら
は
、「
譲
渡
人
と
譲
受
人
と
の
間
の
債
権
譲
渡
契
約
締
結
に
よ
っ
て
、
譲
渡
債
権
が
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
関
係
で
も
完
全
に
移
転
す
る
」
こ
と
（
債
権
の
特
定
承
継
原
則
が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
）
の
理
由
（
第
二
草
案
三
四
二
条
の
趣
旨
）
は
、
明
ら
か
と
は
な
ら
な
い
。
問
題
は
、
梅
起
草
委
員
が
参
照
し
え
た
四
つ
の
第
二
草
案
の
う
ち
、
唯
一
第
二
草
案
三
五
三
条
（
一
項
）
に
脚
注
を
付
し
て
い
るReatz
版
が
そ
の
脚
注
の
中
で
債
権
の
特
定
承
継
原
則
の
趣
旨
を
述
べ
て
い
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
も
し
、Reatz
版
が
そ
の
趣
旨
を
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
梅
起
草
委
員
は
、
そ
の
趣
旨
を
把
握
し
た
上
で
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
六
九
〇
条
の
対
抗
要
件
主
義
と
比
較
し
て
価
値
判
断
を
行
い
、
債
権
取
引
安
全
の
観
点
か
ら
対
抗
要
件
主
義
を
選
択
し
て
採
用
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、Reatz
版
が
そ
の
趣
旨
を
説
明
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
一
八
九
七
年
に
公
表
さ
れ
た
第
二
委
員
会
議
事
録
第
一
巻
が
そ
れ
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
こ
と
と
相
ま
っ
て
、
梅
起
草
委
員
は
、
一
八
九
五
年
の
松
山
大
学
論
集
第
二
十
三
巻
第
四
号
八
２５７
甲
号
議
案
四
七
〇
条
起
草
当
時
、
そ
の
趣
旨
を
理
解
し
え
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
可
能
性
は
、
第
二
草
案
三
四
二
条
が
日
民
四
六
七
条
二
項
の
解
釈
論
に
示
唆
を
与
え
う
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
Reatz
版
は
、
第
二
草
案
三
五
三
条
一
項
の
原
文
の
下
線
部
に
脚
注
を
付
け
て
い
る
。
脚
注
の
番
号
は
、「
１０
」
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
（
９７
）
。
新
し
い
規
定
（
第
二
草
案
三
五
三
条
一
項
前
段
）
は
、
債
務
者
の
保
護
に
値
す
る
利
益
を
直
接
的
な
方
法
で
顧
慮
し
た
が
、
第
一
草
案
三
〇
八
条
前
段
は
、
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
間
接
的
に
そ
の
利
益
を
顧
慮
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
人
々
は
、
通
知
ま
た
は
債
権
譲
渡
証
書
に
公
の
認
証
を
要
求
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
ら
ず
、
そ
こ
ま
で
債
務
者
に
配
慮
し
て
し
ま
う
と
、
あ
ま
り
に
も
債
権
の
譲
渡
を
困
難
な
ら
し
め
る
と
憂
慮
し
た
。
第
二
委
員
会
の
多
数
は
、
債
務
者
の
債
権
譲
渡
証
書
交
付
請
求
権
が
弁
済
期
に
あ
る
た
め
、
債
務
者
の
譲
受
人
に
対
す
る
履
行
拒
絶
権
は
留
置
権
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
債
務
者
の
給
付
義
務
の
履
行
が
債
権
譲
渡
証
書
の
交
付
に
か
か
っ
て
い
る
だ
け
な
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
決
着
を
つ
け
る
こ
と
を
拒
絶
し
た
。
ま
た
、
特
別
な
規
定
に
よ
っ
て
、
債
権
譲
渡
証
書
の
交
付
に
代
え
て
担
保
を
供
与
す
る
権
利
を
譲
受
人
に
認
め
る
こ
と
は
不
要
で
あ
る
と
す
る
。
Reatz
版
の
脚
注
は
、

旧
債
権
者
に
よ
っ
て
交
付
さ
れ
た
債
権
譲
渡
証
書
を
新
債
権
者
が
債
務
者
に
交
付
せ
ず
、
か
つ
、
旧
債
権
者
が
債
務
者
に
対
し
て
譲
渡
に
つ
い
て
通
知
し
な
い
場
合
、
第
二
草
案
三
五
三
条
は
債
務
者
に
対
し
て
直
接
に
履
行
拒
絶
権
を
与
え
て
い
る
が
、
他
方
、
第
一
草
案
三
〇
八
条
前
段
は
新
債
権
者
の
履
行
請
求
を
法
律
上
無
効
で
あ
る
と
宣
言
し
、
そ
の
帰
結
と
し
て
債
務
者
の
履
行
拒
絶
権
が
導
か
れ
る
と
い
う
二
段
階
構
造
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
こ
で
は
、
債
務
者
に
履
行
拒
絶
権
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
債
権
者
に
権
利
者
と
し
て
の
資
格
（Legitim
ation
）
を
証
明
さ
せ
、
債
務
者
が
表
見
２５６
民
法
四
六
七
条
と
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
（
二
・
完
）
九
譲
受
人
に
対
し
て
無
効
な
弁
済
を
し
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
配
慮
が
、
そ
も
そ
も
債
権
の
特
定
承
継
原
則
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
全
く
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

債
権
譲
渡
証
書
が
公
正
証
書
で
あ
る
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
も
、
結
局
は
証
明
方
法
の
問
題
で
あ
っ
て
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
証
明
が
必
要
と
な
る
の
か
に
つ
い
て
、
や
は
り
こ
の
脚
注
は
、
言
及
し
て
い
な
い
と
い
え
る
。
そ
し
て
、

債
務
者
の
履
行
拒
絶
権
の
法
的
性
質
論
も
、
債
権
の
特
定
承
継
原
則
（
第
二
草
案
三
四
二
条
）
の
趣
旨
を
説
明
す
る
も
の
で
は
な
い
し
、
新
債
権
者
に
債
権
譲
渡
証
書
の
交
付
に
代
わ
る
担
保
供
与
を
認
め
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
も
、
債
務
者
が
表
見
譲
受
人
に
無
効
な
弁
済
を
す
る
こ
と
に
よ
る
リ
ス
ク
を
ど
の
よ
う
に
回
避
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
っ
て
、
そ
の
リ
ス
ク
が
債
権
の
特
定
承
継
原
則
に
起
因
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
右
のReatz
版
の
脚
注
を
甲
号
議
案
四
七
〇
条
の
起
草
時
に
参
照
し
た
で
あ
ろ
う
梅
起
草
委
員
は
、
第
二
草
案
が
な
ぜ
債
権
の
特
定
承
継
原
則
を
採
用
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
そ
の
脚
注
か
ら
も
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
結
局
、
暫
定
第
二
草
案
お
よ
び
官
版
第
二
草
案
は
、
第
二
草
案
三
五
三
条
の
箇
所
で
も
債
権
の
特
定
承
継
の
原
則
が
採
用
さ
れ
て
い
る
趣
旨
を
何
ら
示
し
て
い
な
い
と
い
え
る
。
６
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
三
五
四
条
梅
起
草
委
員
が
甲
号
議
案
四
七
〇
条
を
起
草
す
る
際
に
参
照
し
た
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
の
規
定
の
う
ち
、
そ
の
最
後
の
規
定
で
あ
る
第
二
草
案
三
五
四
条
は
、
第
二
草
案
が
債
権
の
特
定
承
継
原
則
（
第
二
草
案
三
四
二
条
）
を
採
用
す
る
趣
旨
に
つ
い
て
、
何
ら
か
の
説
明
を
加
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
第
二
草
案
三
五
四
条
の
文
言
に
つ
い
て
は
、Pionier
社
版
とM
andry
の
私
撰
版
の
そ
れ
は
、
全
く
同
一
で
あ
り
、
両
者
と
も
に
、
一
切
脚
注
を
付
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
ま
ず
、Pionier
社
版
とM
andry
の
私
撰
版
に
お
け
る
同
条
の
翻
訳
と
原
文
を
示
す
こ
と
に
し
た
い
。
松
山
大
学
論
集
第
二
十
三
巻
第
四
号
一
〇
２５５
「
軍
人
、
公
務
員
、
聖
職
者
又
は
公
立
学
校
の
教
員
が
俸
給
、
休
職
給
又
は
恩
給
に
つ
い
て
譲
渡
で
き
る
範
囲
内
で
こ
れ
を
譲
渡
し
た
と
き
は
、
支
払
金
庫
は
、
旧
債
権
者
が
交
付
し
た
公
に
認
証
さ
れ
た
証
書
の
交
付
に
よ
っ
て
、
そ
の
債
権
の
譲
渡
に
つ
い
て
通
知
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
の
通
知
が
な
い
限
り
は
、支
払
金
庫
は
、そ
の
債
権
の
譲
渡
を
知
ら
な
い
も
の
と
み
な
す
。」
【
第
二
草
案
三
五
四
条
の
原
文
（
９８
）
】
H
aben
M
ilitärpersonen,
Beam
te,
G
eistliche
oder
Lehrer
an
öffentlichen
U
nterrichtsanstalten
den
übertragbaren
Theil
ihres
D
iensteinkom
m
ens,
W
artegeldes
oder
Ruhegehalts
abgetreten,
so
ist
die
auszahlende
K
asse
durch
A
ushändigung
einervon
dem
bisherigen
G
läubigerausgestellten
öffentlich
beglaubigten
U
rkunde
von
derA
btretung
zu
benachrichtigen.
Solange
die
Benachrichtigung
nichterfolgtist,
giltdie
A
btretung
als
derK
asse
nichtbekannt.
こ
れ
に
対
し
て
、
官
版
第
二
草
案
は
、
右
の
第
二
草
案
三
五
四
条
の
原
文
の
う
ち
、
最
初
の
下
線
部
分
に
つ
い
て
、
「Ruhegehaltes
」
と
し
て
い
る
（
９９
）
。
ま
た
、Reatz
版
は
、
原
文
の
二
番
目
の
下
線
部
分
に
つ
い
て
、「So
lange
」
と
し
て
い
る
（
１００
）
。
官
版
第
二
草
案
お
よ
びReatz
版
も
、
同
条
に
は
脚
注
を
付
し
て
い
な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
官
版
第
二
草
案
お
よ
び
Reatz
版
の
三
五
四
条
は
、Pionier
社
版
お
よ
びM
andry
の
私
撰
版
の
そ
れ
と
形
式
的
に
ほ
ん
の
わ
ず
か
に
異
な
っ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
実
質
的
に
は
後
者
の
規
定
と
同
一
の
規
定
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
暫
定
第
二
草
案
と
官
版
第
二
草
案
の
い
ず
れ
も
、
第
二
草
案
三
五
四
条
の
部
分
に
お
い
て
、
第
二
草
案
が
債
権
の
特
定
承
継
原
則
（
第
二
草
案
三
四
二
条
）
を
採
用
す
る
趣
旨
を
全
く
説
明
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
梅
起
草
委
員
は
つ
い
に
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
が
債
権
譲
渡
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
り
た
だ
ち
に
、
譲
渡
債
権
は
（
債
務
者
は
も
ち
ろ
ん
）
債
務
者
以
外
の
第
三
者
と
の
関
係
で
も
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
と
完
全
に
移
転
す
る
理
由
、
す
な
わ
ち
対
抗
要
件
主
義
が
採
用
さ
れ
て
い
な
い
理
由
を
甲
号
議
案
四
七
〇
条
の
起
草
時
に
把
握
し
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
２５４
民
法
四
六
七
条
と
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
（
二
・
完
）
一
一
７小
括
梅
起
草
委
員
が
甲
号
議
案
四
七
〇
条
の
起
草
時
（
一
八
九
五
年
三
月
）
に
四
種
類
の
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
（Pionier
社
版
（
一
八
九
二
年
）、M
andry
の
私
撰
版
（
一
八
九
二
年
）、Reatz
版
（
一
八
九
三
年
）（
以
上
、
暫
定
第
二
草
案
）
お
よ
び
官
版
第
二
草
案
（
一
八
九
四
年
））
の
う
ち
の
ど
れ
を
参
照
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
本
稿
は
、
起
草
時
期
と
の
関
係
で
、
暫
定
第
二
草
案
お
よ
び
官
版
第
二
草
案
の
す
べ
て
が
梅
起
草
委
員
に
よ
っ
て
参
照
さ
れ
た
と
考
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
梅
起
草
委
員
は
、
四
種
類
の
第
二
草
案
の
す
べ
て
を
参
照
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
一
部
の
み
を
参
照
し
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
暫
定
第
二
草
案
お
よ
び
官
版
第
二
草
案
に
つ
い
て
、
梅
起
草
委
員
が
甲
号
議
案
四
七
〇
条
の
起
草
に
あ
た
っ
て
参
照
し
た
そ
の
具
体
的
な
規
定
（
三
四
二
条
、
三
五
〇
条
、
三
五
一
条
、
三
五
三
条
お
よ
び
三
五
四
条
）
を
検
証
し
た
結
果
、
四
種
類
の
第
二
草
案
間
で
文
言
が
同
一
の
規
定
が
多
く
、
規
定
の
文
言
に
差
異
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
極
め
て
わ
ず
か
な
形
式
上
の
差
異
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
具
体
的
な
規
定
に
脚
注
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
脚
注
は
、
第
二
草
案
が
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
六
九
〇
条
の
対
抗
要
件
主
義
を
採
用
せ
ず
、
な
ぜ
債
権
の
特
定
承
継
原
則（
第
二
草
案
三
四
二
条
）
を
採
用
し
た
の
か
に
つ
い
て
、
な
ん
ら
言
及
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
四
種
類
の
第
二
草
案
す
べ
て
が
、
特
に
「
譲
渡
人
と
譲
受
人
と
の
間
の
債
権
譲
渡
契
約
締
結
に
よ
り
、
譲
渡
債
権
は
、
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
関
係
で
も
、
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
と
完
全
に
移
転
す
る
」
理
由
を
説
明
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
甲
号
議
案
四
七
〇
条
の
起
草
に
関
し
て
、
四
種
類
の
第
二
草
案
は
、
形
式
的
に
も
実
質
的
に
も
同
じ
も
の
と
評
価
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
稿
は
、
梅
起
草
委
員
が
参
照
し
た
第
二
草
案
を
「
四
種
類
の
第
二
草
案
す
べ
て
」
と
い
う
形
で
特
定
す
れ
ば
十
分
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
う
し
て
、
梅
起
草
委
員
は
、
甲
号
議
案
四
七
〇
条
起
草
時
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
が
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
効
力
に
つ
い
て
債
権
の
特
定
承
継
原
則
を
採
用
す
る
趣
旨
を
把
握
し
え
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
と
は
対
照
的
に
、
債
権
取
引
の
安
全
を
図
っ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
対
抗
要
件
主
義
を
選
択
し
て
採
用
し
た
も
松
山
大
学
論
集
第
二
十
三
巻
第
四
号
一
二
２５３
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
通
知
ま
た
は
承
諾
に
よ
っ
て
、
債
務
者
が
譲
渡
債
権
の
帰
属
に
関
す
る
公
示
機
関
（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
）
と
理
解
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
本
稿
は
、
梅
起
草
委
員
が
甲
号
議
案
四
七
〇
条
の
起
草
時
に
参
照
し
え
な
か
っ
た
、
債
権
譲
渡
を
含
む
第
二
委
員
会
議
事
録
第
一
巻
（
一
八
九
七
年
）
が
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
効
力
と
の
関
係
で
債
権
の
特
定
承
継
原
則
を
採
用
す
る
趣
旨
を
説
明
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
き
た
。
第
二
委
員
会
議
事
録
に
よ
れ
ば
、
担
保
の
た
め
の
債
権
譲
渡
の
場
合
の
よ
う
に
、
譲
受
人
が
譲
渡
人
の
使
者
ま
た
は
代
理
人
と
し
て
譲
渡
に
つ
い
て
債
務
者
に
通
知
す
る
こ
と
は
、
譲
渡
人
の
信
用
危
殆
を
惹
起
し
、原
因
行
為
た
る
担
保
権
設
定
契
約
に
お
け
る
信
義
則
上
の
義
務
違
反
を
構
成
す
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。し
た
が
っ
て
、
債
務
者
に
対
し
て
（
対
抗
要
件
と
し
て
の
）
通
知
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
債
務
者
を
譲
渡
債
権
の
帰
属
に
関
す
る
公
示
機
関
（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
）
と
み
る
こ
と
は
で
き
ず
、
対
抗
要
件
主
義
を
採
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
。
第
二
委
員
会
議
事
録
は
、
通
知
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
に
よ
り
、
譲
渡
債
権
の
帰
属
に
関
す
る
情
報
が
債
務
者
に
も
た
ら
さ
れ
ず
、
そ
れ
ゆ
え
債
務
者
は
公
示
機
能
を
果
た
し
え
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
（
１０１
）
。
梅
起
草
委
員
は
、
甲
号
議
案
四
七
〇
条
の
起
草
時
に
、
債
務
者
は
譲
渡
債
権
の
帰
属
に
関
す
る
公
示
機
関（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
）
た
り
え
な
い
場
合
が
あ
る
と
い
う
認
識
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
本
稿
二
２
を
参
照
）。
も
し
、
梅
起
草
委
員
が
日
本
民
法
に
お
け
る
債
権
譲
渡
制
度
の
部
分
を
第
二
委
員
会
議
事
録
公
表
後
に
起
草
し
た
な
ら
ば
、
梅
起
草
委
員
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
六
九
〇
条
の
対
抗
要
件
主
義
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
三
四
二
条
の
債
権
の
特
定
承
継
原
則
を
選
択
し
て
採
用
し
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
甲
号
議
案
四
七
〇
条
に
基
づ
く
日
民
四
六
七
条
の
う
ち
、
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
同
条
二
項
に
対
し
て
、
第
二
委
員
会
が
説
く
債
権
の
特
定
承
継
原
則
の
趣
旨
が
解
釈
論
上
の
示
唆
を
与
え
う
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
債
権
の
特
定
承
継
原
則
が
日
民
四
六
七
条
二
項
の
解
釈
論
に
示
唆
を
与
え
う
る
の
で
あ
れ
ば
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
と
２５２
民
法
四
六
七
条
と
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
（
二
・
完
）
一
三
の
間
の
債
権
譲
渡
契
約
締
結
に
よ
り
、
譲
渡
債
権
は
債
務
者
に
対
す
る
関
係
で
も
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
と
完
全
に
移
転
す
る
と
解
す
る
方
向
性
も
ま
た
、
検
討
に
値
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
債
務
者
に
対
す
る
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
に
つ
い
て
も
規
定
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
日
民
四
六
七
条
一
項
を
め
ぐ
る
解
釈
論
も
ま
た
、
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
三
四
二
条
（
債
権
の
特
定
承
継
原
則
）
お
よ
び
第
二
草
案
三
五
〇
条
や
第
二
草
案
三
五
三
条
と
い
っ
た
規
定
に
よ
っ
て
、
示
唆
を
与
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
本
稿
三
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
の
債
権
の
特
定
承
継
原
則
（
第
二
草
案
三
四
二
条
）
と
そ
れ
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
第
二
草
案
の
規
定
が
日
民
四
六
七
条
の
解
釈
に
い
か
な
る
示
唆
を
与
え
う
る
の
か
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察
を
試
み
た
い
。
三
日
本
法
へ
の
示
唆
１
民
法
四
六
七
条
二
項
の
解
釈
論
へ
の
示
唆
梅
起
草
委
員
が
甲
号
議
案
四
七
〇
条
起
草
時
（
一
八
九
五
年
三
月
）
に
参
照
し
え
た
債
務
法
部
分
草
案
、
第
一
草
案
、
暫
定
第
二
草
案
お
よ
び
官
版
第
二
草
案
は
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
が
譲
渡
人
と
譲
受
人
に
よ
る
債
権
譲
渡
契
約
締
結
に
よ
り
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
し
て
も
完
全
に
及
ぶ
趣
旨
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
な
か
っ
た
。
一
八
九
七
年
に
公
表
さ
れ
た
債
権
譲
渡
部
分
を
含
む
第
二
委
員
会
議
事
録
は
、
た
と
え
ば
担
保
の
た
め
の
債
権
譲
渡
の
場
合
、
譲
受
人
が
譲
渡
人
の
使
者
ま
た
は
代
理
人
と
し
て
債
務
者
に
対
し
て
譲
渡
に
つ
い
て
通
知
す
る
こ
と
は
譲
渡
人
の
信
用
危
殆
を
惹
起
し
、
原
因
行
為
た
る
担
保
権
設
定
契
約
に
お
け
る
信
義
則
上
の
義
務
違
反
を
構
成
す
る
た
め
、債
務
者
を
譲
渡
債
権
の
帰
属
に
関
す
る
公
示
機
関（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
）
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
、
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
関
係
で
も
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
六
九
〇
条
の
対
抗
要
件
主
義
を
採
用
せ
ず
、
債
権
の
特
定
承
継
原
則
（
第
二
草
案
三
四
二
条
）
を
採
用
し
た
と
説
明
し
て
い
た
。
一
八
九
五
年
三
月
松
山
大
学
論
集
第
二
十
三
巻
第
四
号
一
四
２５１
の
時
点
で
こ
の
第
二
委
員
会
議
事
録
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た
、
第
二
草
案
が
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
関
係
で
も
債
権
の
特
定
承
継
原
則
を
採
用
す
る
趣
旨
に
つ
い
て
知
り
え
な
か
っ
た
梅
起
草
委
員
は
、
債
務
者
が
譲
渡
債
権
の
帰
属
に
関
し
て
稀
に
虚
偽
の
回
答
を
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
公
示
機
関
（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
）
と
し
て
は
不
完
全
で
あ
る
も
の
の
、
債
務
者
は
通
常
そ
の
機
能
を
果
た
し
う
る
と
理
解
し
て
（
本
稿
二
２
を
参
照
）、
債
権
譲
渡
制
度
に
お
い
て
対
抗
要
件
主
義
を
採
用
し
た
。
こ
こ
で
は
、
債
権
取
引
安
全
の
観
点
か
ら
、
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
三
四
二
条
の
債
権
の
特
定
承
継
原
則
よ
り
も
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
六
九
〇
条
の
対
抗
要
件
主
義
が
妥
当
で
あ
る
と
の
判
断
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

現
在
の
わ
が
国
に
お
い
て
も
多
用
さ
れ
て
い
る
債
権
譲
渡
の
類
型
で
あ
る
「
担
保
の
た
め
の
債
権
譲
渡
」
に
あ
っ
て
、
債
務
者
に
対
し
て
譲
渡
に
つ
い
て
通
知
す
る
こ
と
は
、
譲
渡
人
の
信
用
危
殆
を
生
じ
さ
せ
、
担
保
権
設
定
契
約
に
よ
る
信
義
則
上
の
義
務
違
反
と
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
。こ
の
こ
と
は
、債
務
者
の
も
と
に
譲
渡
債
権
の
帰
属
に
関
す
る
情
報
が
伝
達
さ
れ
ず
、
そ
れ
ゆ
え
、
債
務
者
が
公
示
機
関
（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
）
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
え
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
（
１０２
）
。
ま
た
、

債
務
者
を
譲
渡
債
権
の
帰
属
に
関
す
る
公
示
機
関
（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
）
と
す
る
こ
と
は
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
に
よ
る
債
権
譲
渡
契
約
締
結
に
よ
り
、
そ
れ
以
前
に
は
な
か
っ
た
債
務
者
以
外
の
第
三
者
へ
の
回
答
義
務
を
債
務
者
に
課
す
こ
と
に
な
る
が
、債
権
譲
渡
契
約
に
な
ん
ら
関
与
し
な
い
債
務
者
に
か
か
る
義
務
を
課
す
こ
と
は
、譲
渡
人
、
譲
受
人
お
よ
び
債
務
者
間
の
不
公
平
を
生
じ
さ
せ
、
債
務
者
の
法
的
地
位
に
つ
い
て
、
譲
渡
に
よ
る
不
利
益
が
も
た
ら
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
原
則
（
日
民
四
六
八
条
二
項
）
に
反
す
る
で
あ
ろ
う
（
本
稿
二
２
を
参
照
）
（
１０３
）
。
さ
ら
に
、

回
答
義
務
を
負
わ
な
い
債
務
者
は
、
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
し
て
譲
渡
債
権
の
帰
属
に
つ
い
て
回
答
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
回
答
し
な
い
こ
と
も
あ
り
う
る
の
で
あ
り
、
公
示
に
求
め
ら
れ
る
確
実
性
を
欠
き
、
公
示
方
法
た
り
え
な
い
こ
と
に
な
る
（
１０４
）
。
右
の

の
理
由
か
ら
、
債
務
者
を
譲
渡
債
権
の
帰
属
に
関
す
る
公
示
機
関
（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
）
と
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
六
九
〇
条
の
対
抗
要
件
主
義
を
採
用
し
な
い
と
す
る
第
二
委
員
会
議
事
録
の
説
２５０
民
法
四
六
七
条
と
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
（
二
・
完
）
一
五
明
は
、
右
の

や

の
よ
う
な
本
稿
の
分
析
と
も
相
ま
っ
て
、「
債
務
者
は
不
完
全
で
は
あ
る
が
譲
渡
債
権
の
帰
属
に
関
す
る
公
示
機
関
（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
）
と
し
て
機
能
す
る
」
と
い
う
梅
起
草
委
員
の
見
解
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
債
務
者
を
譲
渡
債
権
の
帰
属
に
関
す
る
公
示
機
関
（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
）
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
の
理
解
は
、
日
民
四
六
七
条
二
項
の
解
釈
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
日
民
四
六
七
条
二
項
を
債
権
の
特
定
承
継
原
則
（
第
二
草
案
三
四
二
条
）
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
規
定
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
同
条
同
項
は
、
指
名
債
権
の
多
重
譲
渡
の
場
合
に
お
け
る
複
数
譲
受
人
間
の
優
劣
決
定
基
準
を
定
め
て
い
る
が
、
仮
に
、
同
条
同
項
が
債
権
の
特
定
承
継
原
則
に
支
配
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
基
準
は
、
債
権
譲
渡
契
約
締
結
時
の
先
後
と
な
る
と
こ
ろ
、同
条
同
項
は
、確
定
日
付
あ
る
証
書
に
よ
る
通
知
ま
た
は
承
諾
の
先
後
で
優
劣
を
決
し
て
お
り
、
対
抗
要
件
主
義
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
（
１０５
）
。
梅
起
草
委
員
が
参
照
し
え
な
か
っ
た
第
二
委
員
会
議
事
録
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
担
保
の
た
め
の
債
権
譲
渡
の
場
合
に
お
い
て
は
特
に
、
債
権
譲
渡
に
つ
い
て
債
務
者
に
対
し
て
通
知
す
る
こ
と
は
、
譲
渡
人
の
経
済
的
信
用
危
殆
を
惹
起
し
、
担
保
権
設
定
契
約
（
原
因
行
為
）
に
よ
る
信
義
則
上
の
義
務
に
違
反
す
る
（
１０６
）
。
そ
し
て
、
債
務
者
に
対
す
る
通
知
が
許
容
さ
れ
な
い
結
果
、
ま
た
、
債
務
者
に
譲
渡
債
権
の
帰
属
を
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
し
て
回
答
す
る
義
務
を
課
す
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
債
務
者
は
、
譲
渡
債
権
の
帰
属
に
関
す
る
公
示
機
関
（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
）
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
え
ず
、
通
知
ま
た
は
承
諾
に
よ
っ
て
債
権
譲
渡
に
つ
い
て
債
務
者
に
認
識
さ
せ
る
必
要
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
日
民
四
六
七
条
二
項
が
定
め
る
多
重
譲
渡
の
場
合
に
お
け
る
複
数
譲
受
人
間
の
優
劣
決
定
基
準
は
、
判
例
通
説
が
説
く
確
定
日
付
あ
る
通
知
書
の
到
達
の
先
後
で
は
な
く
、
通
知
書
中
の
確
定
日
付
の
先
後
と
解
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
（
１０７
）
。
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
の
債
権
の
特
定
承
継
原
則
（
第
二
草
案
三
四
二
条
）
は
、
日
民
四
六
七
条
二
項
に
つ
い
て
、「
確
定
日
付
説
の
再
評
価
」
と
い
う
解
釈
論
上
の
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
日
民
四
六
六
条
一
項
本
文
が
指
名
債
権
の
二
重
譲
渡
を
禁
じ
て
い
な
い
と
こ
ろ
、
譲
渡
人
が
第
一
譲
松
山
大
学
論
集
第
二
十
三
巻
第
四
号
一
六
２４９
受
人
に
当
該
指
名
債
権
を
譲
渡
し
て
も
、
そ
の
第
一
譲
受
人
が
確
定
日
付
あ
る
通
知
書
ま
た
は
承
諾
書
を
具
備
し
な
い
限
り
、
当
該
指
名
債
権
は
、
譲
渡
人
の
下
に
不
完
全
に
帰
属
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
譲
渡
人
は
、
第
二
譲
受
人
に
対
し
て
当
該
指
名
債
権
を
二
重
に
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
譲
受
人
と
第
二
譲
受
人
と
の
間
の
優
劣
は
、
通
知
書
ま
た
は
承
諾
書
に
お
け
る
確
定
日
付
の
先
後
で
決
ま
り
、
確
定
日
付
に
つ
い
て
先
ん
じ
た
譲
受
人
が
、
確
定
的
に
当
該
指
名
債
権
を
取
得
す
る
。
日
民
四
六
七
条
二
項
の
対
抗
要
件
主
義
は
、
債
務
者
を
譲
渡
債
権
の
帰
属
に
関
す
る
公
示
機
関
（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
）
と
し
て
債
権
取
引
の
安
全
を
図
る
と
い
う
実
質
的
な
機
能
を
有
し
て
お
ら
ず
、
複
数
譲
受
人
間
の
優
劣
を
決
定
す
る
と
い
う
形
式
的
な
機
能
し
か
有
し
て
い
な
い
と
み
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
（
１０８
）
。
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
三
四
二
条
の
債
権
の
特
定
承
継
原
則
は
、
日
民
四
六
七
条
二
項
に
つ
い
て
、「
確
定
日
付
説
の
再
評
価
」
と
い
う
解
釈
上
の
示
唆
を
与
え
う
る
と
し
て
も
、
指
名
債
権
の
二
重
譲
渡
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
譲
受
人
が
第
二
譲
受
人
よ
り
も
早
く
確
定
日
付
あ
る
通
知
書
を
具
備
し
た
が
、
そ
の
通
知
書
を
債
務
者
に
到
達
さ
せ
て
い
な
い
間
に
、
第
二
譲
受
人
が
確
定
日
付
あ
る
通
知
書
を
具
備
し
、
こ
の
通
知
書
を
債
務
者
に
到
達
さ
せ
た
た
め
、
債
務
者
が
第
一
の
譲
渡
に
つ
き
善
意
で
第
二
譲
受
人
に
対
し
て
無
効
な
弁
済
を
し
た
と
き
に
、
か
か
る
債
務
者
の
二
重
弁
済
の
危
険
を
ど
の
よ
う
に
し
て
除
去
す
る
か
が
、
確
定
日
付
説
に
お
い
て
は
問
題
と
な
る
（
１０９
）
。
債
権
譲
渡
契
約
当
事
者
で
は
な
い
債
務
者
を
譲
渡
に
よ
っ
て
譲
渡
前
よ
り
も
不
利
益
な
地
位
に
置
く
こ
と
は
、
譲
渡
人
、
譲
受
人
お
よ
び
債
務
者
間
の
公
平
に
反
す
る
（
日
民
四
六
八
条
二
項
参
照
）。
し
た
が
っ
て
、
法
律
上
、
こ
の
よ
う
な
債
務
者
を
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
（
１１０
）
。
こ
の
点
で
参
考
と
な
る
の
が
、
最
判
昭
和
六
一
年
四
月
一
一
日
民
集
四
〇
巻
三
号
五
五
八
頁
で
あ
る
（
以
下
、「
昭
和
六
一
年
判
決
」
と
よ
ぶ
）。
昭
和
六
一
年
判
決
の
詳
細
な
分
析
と
検
討
に
つ
い
て
は
他
日
に
譲
り
た
い
が
、
到
達
時
説
を
前
提
と
す
る
昭
和
六
一
年
判
決
は
、
優
先
す
る
譲
渡
に
つ
い
て
認
識
し
て
い
な
い
債
務
者
が
劣
後
譲
受
人
に
対
し
て
し
た
無
効
な
弁
済
は
日
民
四
七
八
条
に
よ
っ
て
特
別
に
例
外
的
に
有
効
と
さ
れ
う
る
と
す
る
。
確
定
日
付
説
に
お
い
て
も
、
第
二
譲
受
人
が
第
一
譲
受
人
よ
り
も
早
く
確
定
日
付
あ
る
通
知
書
を
債
務
者
に
到
達
さ
せ
れ
ば
、
債
務
者
が
債
権
譲
渡
２４８
民
法
四
六
七
条
と
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
（
二
・
完
）
一
七
契
約
に
何
ら
関
与
し
て
い
な
い
こ
と
に
も
鑑
み
、
第
二
譲
受
人
は
、
取
引
通
念
上
債
権
者
ら
し
い
外
観
を
有
す
る
者
（
１１１
）
、
す
な
わ
ち
債
権
の
準
占
有
者
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
準
占
有
者
た
る
第
二
譲
受
人
が
無
権
利
者
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
善
意
で
あ
り
（
１１２
）
、
か
つ
、
善
意
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
無
過
失
で
あ
る
な
ら
ば
、
債
務
者
が
第
二
譲
受
人
に
対
し
て
し
た
無
効
な
弁
済
は
、
日
民
四
七
八
条
に
よ
っ
て
特
別
に
例
外
的
に
有
効
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
日
民
四
六
七
条
二
項
は
、「
優
劣
決
定
機
能
」を
担
う
規
定
で
あ
り
、
そ
れ
と
は
質
的
に
異
な
る
「
債
務
者
保
護
機
能
」
を
担
う
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
（
１１３
）
、
日
民
四
六
七
条
二
項
と
は
異
な
る
日
民
四
七
八
条
に
後
者
の
機
能
を
担
わ
せ
る
こ
と
は
、
論
理
的
に
は
妥
当
な
法
律
構
成
で
あ
る
と
評
価
し
う
る
。
昭
和
六
一
年
判
決
に
よ
れ
ば
、
債
務
者
が
無
過
失
で
あ
る
た
め
に
は
、「
劣
後
譲
受
人
を
真
の
債
権
者
で
あ
る
と
信
ず
る
に
つ
き
相
当
な
理
由
が
あ
る
こ
と
」
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
る
。「
相
当
な
理
由
」
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、
債
務
者
が
劣
後
譲
受
人
で
あ
る
第
二
譲
受
人
に
対
し
て
無
効
な
弁
済
を
し
た
状
況
と
も
密
接
に
関
連
す
る
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
譲
渡
債
権
の
履
行
期
日
に
（
確
定
日
付
に
つ
い
て
第
一
譲
受
人
に
劣
後
す
る
）
第
二
譲
受
人
が
確
定
日
付
あ
る
通
知
書
を
債
務
者
に
到
達
さ
せ
、
第
一
譲
受
人
が
そ
の
三
日
後
に
確
定
日
付
あ
る
通
知
書
を
債
務
者
に
到
達
さ
せ
た
場
合
に
お
い
て
、
第
二
譲
受
人
が
無
権
利
者
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
善
意
で
第
二
譲
受
人
に
弁
済
し
た
債
務
者
に
は
、
帰
責
性
は
認
め
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
債
務
者
に
過
失
を
認
定
し
て
第
一
譲
受
人
に
対
す
る
二
重
弁
済
を
さ
せ
る
と
、
多
重
譲
渡
が
な
い
場
合
に
も
債
務
者
に
履
行
遅
滞
の
危
険
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
譲
渡
債
権
の
履
行
期
日
の
午
前
中
に
第
二
譲
受
人
が
確
定
日
付
あ
る
通
知
書
を
債
務
者
に
到
達
さ
せ
、
そ
の
日
の
午
後
に
第
一
譲
受
人
が
確
定
日
付
あ
る
通
知
書
を
債
務
者
に
到
達
さ
せ
た
場
合
、
第
二
譲
受
人
に
善
意
で
弁
済
し
た
債
務
者
は
、
帰
責
性
あ
り
と
評
価
さ
れ
う
る
。
こ
の
場
合
に
債
務
者
に
過
失
あ
り
と
し
て
も
、
債
務
者
に
履
行
遅
滞
の
危
険
を
強
い
る
こ
と
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
指
名
債
権
は
三
重
に
も
四
重
に
も
譲
渡
さ
れ
う
る
こ
と
に
鑑
み
て
（
日
民
四
六
六
条
一
項
本
文
）、
債
務
者
に
過
失
あ
り
と
認
定
す
れ
ば
、
債
務
者
は
、
第
一
譲
受
人
に
優
先
す
る
譲
受
人
が
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
松
山
大
学
論
集
第
二
十
三
巻
第
四
号
一
八
２４７
か
ら
、
第
一
譲
受
人
に
対
し
て
履
行
遅
滞
の
危
険
を
負
い
う
る
。
ま
た
、
債
権
譲
渡
契
約
当
事
者
で
は
な
い
債
務
者
が
第
一
譲
受
人
よ
り
も
先
に
確
定
日
付
あ
る
通
知
書
を
自
ら
に
到
達
さ
せ
た
第
二
譲
受
人
に
対
し
て
善
意
で
弁
済
し
て
も
、
過
失
を
認
定
し
、
二
重
弁
済
を
債
務
者
に
強
い
る
こ
と
は
、
譲
渡
に
よ
っ
て
債
務
者
の
法
的
地
位
を
譲
渡
前
よ
り
も
不
利
益
な
も
の
と
し
、
日
民
四
六
八
条
二
項
に
代
表
さ
れ
る
債
権
譲
渡
法
の
理
念
に
反
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
債
務
者
が
優
先
す
る
債
権
譲
渡
に
つ
い
て
善
意
で
劣
後
譲
受
人
に
対
し
て
弁
済
を
し
た
場
合
、
日
民
四
七
八
条
に
よ
っ
て
そ
の
弁
済
を
特
別
に
例
外
的
に
有
効
と
し
、
債
務
者
を
二
重
弁
済
の
危
険
か
ら
解
放
す
る
こ
と
は
、
同
条
の
無
過
失
要
件
を
充
足
す
る
か
否
か
の
判
断
が
困
難
な
と
き
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
債
務
者
保
護
の
点
で
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
（
１１４
）
。
そ
こ
で
、
劣
後
譲
受
人
に
善
意
で
弁
済
し
た
債
務
者
の
弁
済
を
特
別
に
例
外
的
に
有
効
と
し
、
譲
渡
に
よ
っ
て
譲
渡
前
よ
り
も
そ
の
法
的
地
位
を
不
利
益
な
も
の
と
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
水
本
教
授
が
指
摘
さ
れ
る
ご
と
く
、
日
民
四
六
八
条
二
項
の
直
接
適
用
ま
た
は
類
推
適
用
が
考
え
ら
れ
る
。
指
名
債
権
の
二
重
譲
渡
が
な
さ
れ
た
後
、
第
一
譲
受
人
が
確
定
日
付
あ
る
通
知
書
を
第
二
譲
受
人
よ
り
も
先
に
具
備
し
た
が
、
第
二
譲
受
人
の
確
定
日
付
あ
る
通
知
書
が
第
一
譲
受
人
の
そ
れ
よ
り
も
先
に
債
務
者
に
到
達
し
た
た
め
、
債
務
者
が
第
二
譲
受
人
に
（
無
権
利
者
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
善
意
で
）
弁
済
し
た
場
合
を
考
え
て
み
よ
う
。
第
二
譲
受
人
は
、第
一
譲
受
人
が
対
抗
要
件
を
具
備
す
る
ま
で
は
不
完
全
な
が
ら
債
権
者
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、そ
の
法
的
地
位
は
、
譲
渡
人
の
そ
れ
と
等
し
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
債
務
者
が
第
二
譲
受
人
に
対
し
て
し
た
弁
済
は
、
譲
渡
後
、
譲
渡
に
つ
い
て
の
通
知
を
受
け
る
ま
で
の
間
に
譲
渡
人
に
対
し
て
し
た
弁
済
と
実
質
的
に
同
じ
こ
と
に
な
り
、
日
民
四
六
八
条
二
項
の
直
接
適
用
に
よ
り
譲
渡
債
権
に
つ
い
て
弁
済
し
た
こ
と
を
債
務
者
が
第
一
譲
受
人
に
対
抗
で
き
る
結
果
、
特
別
に
例
外
的
に
有
効
と
な
る
（
１１５
）
。
こ
こ
で
は
、
劣
後
譲
受
人
で
あ
る
第
二
譲
受
人
が
無
権
利
者
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
債
務
者
が
善
意
無
過
失
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
当
然
問
題
と
な
ら
な
い
。
な
お
、
譲
渡
人
が
第
一
譲
受
人
に
指
名
債
権
を
譲
渡
し
、
第
一
譲
受
人
が
確
定
日
付
あ
る
通
知
書
を
具
備
し
た
後
、
譲
渡
人
が
そ
の
債
権
を
第
二
譲
受
人
に
譲
渡
し
て
、
第
二
譲
受
人
が
確
定
日
付
あ
る
通
知
書
を
第
２４６
民
法
四
六
七
条
と
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
（
二
・
完
）
一
九
一
譲
受
人
よ
り
も
先
に
到
達
さ
せ
た
場
合
に
お
い
て
、
債
務
者
が
第
二
譲
受
人
に
（
無
権
利
者
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
善
意
で
）
弁
済
し
た
と
き
は
、
第
二
譲
受
人
は
、
譲
渡
債
権
を
取
得
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
法
的
地
位
は
、
譲
渡
人
の
そ
れ
と
同
視
さ
れ
え
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
か
か
る
債
務
者
の
弁
済
は
、
日
民
四
六
八
条
二
項
に
よ
っ
て
有
効
と
は
な
ら
ず
、
債
務
者
は
、
第
一
譲
受
人
へ
の
二
重
弁
済
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
債
権
譲
渡
契
約
当
事
者
で
は
な
い
債
務
者
の
法
的
地
位
を
譲
渡
前
よ
り
も
不
利
益
な
も
の
に
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
日
民
四
六
八
条
二
項
の
趣
旨
を
基
礎
と
し
て
、
同
条
同
項
を
類
推
適
用
し
、
債
務
者
は
、
譲
渡
債
権
に
つ
い
て
弁
済
し
た
こ
と
を
第
一
譲
受
人
に
対
し
て
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
結
果
、
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
解
す
る
べ
き
で
あ
る
。
同
条
同
項
が
類
推
適
用
さ
れ
る
以
上
、
第
二
譲
受
人
が
無
権
利
者
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
、
債
務
者
が
善
意
無
過
失
で
あ
る
こ
と
は
、
問
題
と
さ
れ
え
な
い
。
同
条
同
項
に
よ
る
指
名
債
権
の
多
重
譲
渡
の
場
合
に
お
け
る
債
務
者
保
護
は
、
日
民
四
七
八
条
に
よ
る
そ
れ
よ
り
も
手
厚
く
、
よ
り
債
権
譲
渡
法
の
基
本
理
念
に
適
合
す
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
の
立
場
の
帰
結
は
、「
債
務
者
は
早
く
到
達
し
た
第
二
譲
受
人
へ
の
譲
渡
通
知
書
を
見
て
す
ぐ
に
弁
済
等
を
す
れ
ば
債
務
は
消
滅
し
、
弁
済
等
を
し
な
い
間
に
第
一
譲
受
人
へ
の
譲
渡
通
知
書
が
到
達
す
れ
ば
、
確
定
日
附
の
先
後
を
見
き
わ
め
て
、
日
附
の
早
い
ほ
う
に
弁
済
す
れ
ば
そ
の
弁
済
は
有
効
と
な
り
、
遅
い
ほ
う
に
弁
済
す
れ
ば
無
効
と
な
る
」
と
い
う
水
本
教
授
の
見
解
と
同
じ
も
の
と
な
る
（
１１６
）
。
２
民
法
四
六
七
条
一
項
の
解
釈
論
へ
の
示
唆
債
務
者
を
譲
渡
債
権
の
帰
属
に
関
す
る
公
示
機
関
（
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
）
と
し
な
い
、
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
三
四
二
条
の
債
権
の
特
定
承
継
原
則
が
日
民
四
六
七
条
二
項
の
解
釈
論
に
示
唆
を
与
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
同
原
則
は
、
指
名
債
権
の
単
純
譲
渡
の
場
合
（
多
重
譲
渡
で
は
な
い
場
合
）
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
日
民
四
六
七
条
一
項
の
解
釈
に
も
示
唆
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同
原
則
に
よ
れ
ば
、
譲
渡
債
権
は
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
と
の
間
の
債
権
譲
渡
契
約
締
結
に
よ
り
、
譲
渡
人
と
松
山
大
学
論
集
第
二
十
三
巻
第
四
号
二
〇
２４５
譲
受
人
間
の
み
な
ら
ず
、
債
務
者
以
外
の
第
三
者
と
の
関
係
で
も
完
全
に
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
と
移
転
し
、
そ
れ
ゆ
え
、
債
務
者
に
対
す
る
関
係
で
も
完
全
に
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
と
移
転
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
指
名
債
権
が
多
重
譲
渡
さ
れ
る
場
合
で
は
な
い
以
上
、
譲
渡
人
が
譲
受
人
に
対
し
て
当
該
指
名
債
権
を
譲
渡
し
た
後
、
譲
渡
人
に
譲
渡
債
権
が
不
完
全
な
が
ら
帰
属
し
て
い
る
と
解
す
る
理
由
は
な
い
こ
と
か
ら
、
日
民
四
六
七
条
一
項
は
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
は
債
務
者
に
対
し
て
も
完
全
に
及
ぶ
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
と
い
え
る
（
１１７
）
。
そ
れ
で
は
、
日
民
四
六
七
条
一
項
は
、
ど
の
よ
う
に
解
さ
れ
る
べ
き
か
。
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
の
債
権
の
特
定
承
継
原
則
が
同
条
同
項
の
解
釈
に
示
唆
を
与
え
る
以
上
、
そ
の
原
則
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
第
二
草
案
三
五
三
条
が
参
考
と
な
る
。
債
権
譲
渡
契
約
当
事
者
で
は
な
い
債
務
者
は
、譲
渡
に
つ
い
て
知
ら
な
い
た
め
、表
見
譲
受
人
に
対
し
て
無
効
な
弁
済
を
し
て
し
ま
い
、
新
債
権
者
で
あ
る
譲
受
人
を
含
む
真
正
な
債
権
者
に
対
し
て
二
重
弁
済
の
危
険
を
負
う
と
こ
ろ
、
そ
の
二
重
弁
済
の
危
険
を
除
去
す
る
た
め
、
新
債
権
者
た
る
譲
受
人
は
、
自
ら
の
権
利
者
と
し
て
の
資
格
（Legitim
ation
）
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
民
四
六
七
条
一
項
所
定
の
通
知
ま
た
は
承
諾
は
、
そ
の
証
明
方
法
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
証
明
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
担
保
す
る
た
め
、
新
債
権
者
が
通
知
ま
た
は
承
諾
を
具
備
し
な
い
で
譲
渡
債
権
を
債
務
者
に
対
し
て
行
使
し
て
き
た
場
合
、
表
見
譲
受
人
に
対
し
て
無
効
な
弁
済
を
す
る
恐
れ
が
あ
る
債
務
者
は
、
債
務
の
履
行
を
拒
絶
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
同
条
同
項
の
「
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
は
、「
新
債
権
者
た
る
譲
受
人
が
自
ら
に
完
全
に
帰
属
し
て
い
る
譲
渡
債
権
の
行
使
を
債
務
者
に
対
し
て
認
め
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
１１８
）
。
日
民
四
六
七
条
一
項
は
、
債
務
者
が
表
見
譲
受
人
に
対
し
て
無
効
な
弁
済
を
す
る
危
険
を
回
避
す
る
た
め
、
譲
受
人
に
権
利
者
と
し
て
の
資
格
（Legitim
ation
）
を
証
明
さ
せ
る
べ
く
、
通
知
ま
た
は
承
諾
を
譲
受
人
が
譲
渡
債
権
を
行
使
す
る
た
め
の
要
件
（
権
利
行
使
要
件
）
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
日
民
四
六
七
条
一
項
の
趣
旨
は
、
指
名
債
権
譲
渡
の
他
の
規
定
に
お
い
て
は
存
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
譲
受
人
は
、
日
民
四
六
七
条
一
項
の
通
知
ま
た
は
承
諾
を
具
備
し
さ
え
す
れ
ば
、
譲
渡
債
権
を
債
務
者
に
対
し
て
行
使
し
う
る
の
で
あ
り
、
債
務
者
は
、
そ
の
２４４
民
法
四
六
七
条
と
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
（
二
・
完
）
二
一
譲
受
人
の
履
行
請
求
に
応
じ
て
弁
済
す
れ
ば
、
譲
渡
債
権
は
、
消
滅
す
る
こ
と
に
な
る
（
１１９
）
。
な
お
、
債
務
者
は
、
債
権
譲
渡
契
約
当
事
者
で
は
な
い
た
め
、
譲
受
人
が
日
民
四
六
七
条
一
項
の
通
知
ま
た
は
承
諾
を
具
備
す
る
前
で
あ
れ
ば
、
完
全
な
無
権
利
者
で
あ
る
譲
渡
人
に
対
し
て
無
効
な
弁
済
を
し
て
し
ま
い
、
二
重
弁
済
を
強
い
ら
れ
る
危
険
が
あ
る
。
し
か
し
、
同
条
同
項
は
、
債
務
者
が
譲
渡
に
つ
い
て
善
意
で
譲
渡
人
に
対
し
て
し
た
弁
済
を
有
効
に
す
る
規
定
で
は
な
い
。
同
条
同
項
は
、「
権
利
行
使
機
能
」
を
担
う
規
定
で
あ
っ
て
、
権
利
行
使
に
よ
っ
て
（
譲
渡
債
権
を
債
務
者
に
対
し
て
行
使
で
き
る
と
い
う
）
法
的
利
益
を
受
け
る
の
は
、
譲
受
人
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
（
譲
渡
債
権
に
つ
い
て
履
行
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
）
法
的
不
利
益
を
受
け
る
の
は
、
債
務
者
で
あ
る
。
他
方
、
債
務
者
の
か
か
る
弁
済
を
有
効
と
し
て
債
務
者
を
保
護
す
る
機
能
（「
債
務
者
保
護
機
能
」）
は
、（
譲
渡
債
権
に
つ
い
て
の
債
務
が
消
滅
し
、
譲
受
人
に
対
す
る
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
い
う
）
法
的
利
益
を
債
務
者
に
与
え
、（
譲
渡
債
権
を
消
滅
さ
せ
て
満
足
を
得
ら
れ
な
く
さ
せ
る
と
い
う
）
法
的
不
利
益
を
譲
受
人
に
与
え
る
の
で
あ
る
。「
権
利
行
使
機
能
」
と
「
債
務
者
保
護
機
能
」
は
、
相
対
立
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
、
同
一
の
規
定
が
両
機
能
を
担
う
こ
と
は
で
き
な
い
（
１２０
）
。
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
が
「
権
利
行
使
機
能
」
を
担
う
規
定
と
「
債
務
者
保
護
」
を
担
う
規
定
を
そ
れ
ぞ
れ
三
五
三
条
と
三
五
〇
条
と
い
う
よ
う
に
別
個
に
定
め
て
い
る
こ
と
も
、
日
本
民
法
の
債
権
譲
渡
法
解
釈
の
参
考
に
な
る
。
債
務
者
が
通
知
前
ま
た
は
承
諾
前
に
譲
渡
に
つ
き
善
意
で
譲
渡
人
に
対
し
て
し
た
弁
済
は
、
日
民
四
六
七
条
一
項
以
外
の
規
定
に
よ
っ
て
特
別
に
例
外
的
に
有
効
と
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
譲
受
人
が
日
民
四
六
七
条
一
項
の
通
知
ま
た
は
承
諾
を
具
備
し
て
い
な
い
な
ら
ば
、
譲
渡
に
つ
き
善
意
の
債
務
者
に
と
っ
て
、
譲
渡
人
は
、
取
引
通
念
上
債
権
者
ら
し
い
外
観
を
有
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
こ
で
、
日
民
四
七
八
条
に
よ
り
、
債
務
者
が
譲
渡
に
つ
き
善
意
で
し
た
弁
済
を
有
効
と
し
、
債
務
者
保
護
を
図
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、

債
務
者
に
よ
る
善
意
立
証
が
困
難
で
あ
る
た
め
（
１２１
）
、
指
名
債
権
譲
渡
契
約
当
事
者
で
は
な
い
債
務
者
の
地
位
が
譲
渡
前
よ
り
も
悪
化
す
る
こ
と
に
な
り
、
日
民
四
六
八
条
二
項
に
代
表
さ
れ
る
債
権
譲
渡
法
の
基
本
理
念
に
反
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
、

債
権
譲
渡
に
お
け
る
債
務
者
保
護
は
同
じ
債
権
譲
渡
法
の
規
定
に
よ
っ
て
図
ら
れ
る
の
が
妥
松
山
大
学
論
集
第
二
十
三
巻
第
四
号
二
二
２４３
当
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
は
、
債
務
者
の
か
か
る
弁
済
を
日
民
四
七
八
条
に
よ
っ
て
有
効
と
し
、
債
務
者
か
ら
二
重
弁
済
の
危
険
を
除
去
す
る
こ
と
に
は
消
極
的
で
あ
る
。
譲
受
人
が
通
知
ま
た
は
承
諾
を
具
備
す
る
前
に
、
債
務
者
が
譲
渡
人
に
対
し
て
弁
済
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
譲
渡
人
が
無
権
利
者
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
善
意
で
あ
る
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
て
お
ら
ず
、
債
権
譲
渡
法
の
規
定
で
あ
る
日
民
四
六
八
条
に
よ
っ
て
、
債
務
者
保
護
が
図
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
（
１２２
）
。
債
務
者
は
、
譲
渡
債
権
に
つ
い
て
弁
済
し
た
こ
と
を
譲
受
人
に
認
め
さ
せ
る
（
対
抗
す
る
）
こ
と
が
で
き
、
そ
の
結
果
、
譲
受
人
は
、
譲
渡
債
権
の
消
滅
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
て
、
債
務
者
は
、
二
重
弁
済
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
四
お
わ
り
に
本
稿
は
、
梅
起
草
委
員
が
甲
号
議
案
四
七
〇
条
起
草
時（
一
八
九
五
年
三
月
）に
参
照
し
た
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
を
特
定
し
、
債
権
譲
渡
部
分
を
含
む
第
二
委
員
会
議
事
録
が
一
八
九
七
年
に
公
表
さ
れ
た
こ
と
と
の
関
係
で
、
特
定
さ
れ
た
第
二
草
案
の
規
定
の
趣
旨
に
つ
い
て
、
梅
起
草
委
員
が
ど
こ
ま
で
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
こ
の
作
業
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
六
九
〇
条
の
対
抗
要
件
主
義
に
沿
革
を
有
す
る
と
さ
れ
る
日
民
四
六
七
条
の
解
釈
に
示
唆
を
与
え
う
る
。
現
行
民
法
典
の
起
草
に
あ
た
っ
て
、
法
典
調
査
会
民
法
起
草
委
員
が
参
照
し
た
外
国
法
典
の
規
定
と
そ
の
趣
旨
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
現
行
民
法
典
の
規
定
の
趣
旨
を
正
確
に
理
解
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
あ
り
、
民
法
（
債
権
法
）
の
改
正
を
議
論
す
る
大
前
提
で
あ
る
。
近
時
の
民
法
（
債
権
法
）
改
正
事
業
は
、
こ
の
大
前
提
を
ど
こ
ま
で
念
頭
に
入
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
民
法
（
債
権
法
）
改
正
に
つ
い
て
は
、
慎
重
で
あ
る
べ
き
と
考
え
る
。
２４２
民
法
四
六
七
条
と
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
（
二
・
完
）
二
三
（
７５
）V
gl.Protokolle,
a.a.O
.
（Fn.１３
）,S.３９１
f.
な
お
、
第
一
草
案
三
〇
四
条
の
条
文
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
６１
）
を
参
照
。
（
７６
）V
gl.M
otive
zu
dem
Entw
urfe
eines
Bürgerlichen
G
esetzbuches
für
das
D
eutsche
Reich.Band

.
Recht
der
Schuldverhältnisse.
A
m
tliche
A
usgabe.J.G
uttentag,１８８８
,
S.１３２
f.
以
下
、M
otive
と
略
す
。
（
７７
）
債
務
法
部
分
草
案
一
五
条
の
条
文
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
６１
）
を
参
照
。
（
７８
）D
ie
V
orlagen
der
Redaktoren
für
die
erste
K
om
m
ission
zur
A
usarbeitung
des
Entw
urfs
eines
Bürgerlichen
G
esetzbuches,
herausgegeben
von
W
erner
Schubert,
Recht
der
Schuldverhältnisse,
Teil１
,
A
llgem
einer
Teil,
V
erfasser:
Franz
Philipp
von
K
übel,
１９８０
（
以
下
、Schubert
と
略
す
）,S.９６６
f.
た
だ
し
、「
譲
受
人
は
、
債
権
譲
渡
に
よ
る
債
権
の
移
転
が
生
じ
た
こ
と
を
即
座
に
債
務
者
に
対
し
て
通
知
す
る
こ
と
に
よ
り
、
債
務
者
が
債
務
か
ら
の
解
放
と
い
う
効
力
を
伴
っ
て
旧
債
権
者
に
対
し
て
給
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
阻
止
し
う
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
譲
受
人
の
法
的
利
益
は
、
害
さ
れ
な
い
。」
と
い
う
、
債
務
法
部
分
草
案
一
五
条
一
文
を
正
当
化
す
る
理
由
は
、
少
な
く
と
も
第
二
草
案
に
お
い
て
は
妥
当
し
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
何
と
な
れ
ば
、
第
二
委
員
会
議
事
録
に
よ
れ
ば
、
譲
受
人
が
譲
渡
人
の
使
者
ま
た
は
代
理
人
と
し
て
譲
渡
に
つ
い
て
債
務
者
に
対
し
て
（
対
抗
要
件
と
し
て
の
）
通
知
を
す
る
こ
と
は
、
原
則
と
し
て
、
譲
渡
の
原
因
と
な
る
契
約
に
お
け
る
信
義
則
上
の
義
務
違
反
を
構
成
す
る
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
本
稿
二
２
を
参
照
）。
（
７９
）
本
稿
二
２
の
末
尾
に
掲
載
し
た
注
の
う
ち
、
注
（
４７
）
と
注
（
４８
）
の
内
容
が
重
複
し
て
い
た
。
お
詫
び
し
て
、
注
（
４８
）
の
内
容
を
次
の
よ
う
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
（
指
摘
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
る
）。
（
４８
）
仁
保
の
署
名
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
学
協
会
雑
誌
に
お
け
る
仁
保
の
翻
訳
が
法
曹
記
事
に
転
載
さ
れ
た
と
す
る
根
拠
は
、

法
曹
記
事
二
七
号
の
「
独
乙
民
法
草
案
対
比
」（
こ
れ
に
は
独
自
の
通
し
の
頁
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
）
の
冒
頭
（
一
頁
）
に
、「
此
独
乙
民
法
草
案
対
比
ハ
法
学
協
会
雑
誌
ニ
掲
載
ス
ル
所
ナ
ル
カ
本
会
ニ
於
テ
モ
有
益
ノ
翻
訳
ト
思
量
シ
タ
ル
ニ
付
キ
同
協
会
ノ
承
諾
ヲ
得
テ
本
号
記
事
ヨ
リ
号
ヲ
追
フ
テ
転
載
ス
ル
コ
ト
ト
セ
リ
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
こ
と
、

ド
イ
ツ
民
法
第
一
草
案
の
規
定
を
上
段
に
掲
載
し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
同
法
第
二
草
案
の
規
定
を
下
段
に
お
い
て
紹
介
す
る
と
い
う
形
式
が
法
学
協
会
雑
誌
に
お
け
る
仁
保
の
翻
訳
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
、

両
雑
誌
に
お
け
る
両
草
案
の
翻
訳
そ
れ
自
体
も
全
く
同
一
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
（
８０
）
括
弧
内
の
数
字
は
、
第
二
草
案
三
五
一
条
に
対
応
し
て
い
る
第
一
草
案
三
〇
五
条
を
指
す
。
た
だ
し
、Reatz
版
の
み
、
こ
の
よ
う
に
第
一
草
案
三
〇
五
条
を
指
摘
す
る
の
で
は
な
く
、
第
二
草
案
三
五
一
条
が
記
載
さ
れ
て
い
る
部
分
の
左
側
に
第
一
草
案
三
〇
五
条
の
全
文
を
掲
載
し
、
第
一
草
案
三
〇
五
条
が
第
二
草
案
三
五
一
条
と
対
応
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
本
稿
一
を
参
照
）（Reatz,
a.a.O
.
（Fn.１８
）,S.１８１
f.
）。
な
お
、
原
文
中
の
下
線
は
、
筆
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
８１
）V
gl.Pionier,
a.a.O
.
（Fn.２１
）,S.３３
,
und
A
cP７９
（１８９２
）,S.４９３
.
松
山
大
学
論
集
第
二
十
三
巻
第
四
号
二
四
２４１
（
８２
）V
gl.J.G
uttentag,
a.a.O
.
（Fn.９
－１
）,S.１１１
.
（
８３
）V
gl.Pionier,
a.a.O
.
（Fn.２１
）,S.３３
Fn.１
,
A
cP７９
（１８９２
）,S.４９３
Fn.２２
,
und
J.G
uttentag,
a.a.O
.
（Fn.９
－１
）,S.１１１
Fn.１
.
（
８４
）
古
屋
・
前
掲
注
（
５４
）
八
七
頁
以
下
。
第
一
草
案
三
〇
五
条
の
条
文
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
６９
）
を
参
照
。
（
８５
）
こ
の
こ
と
は
、
第
二
委
員
会
議
事
録
第
一
巻
（
一
八
九
七
年
）
が
第
二
草
案
三
五
一
条
に
つ
い
て
そ
の
趣
旨
に
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
根
拠
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（V
gl.Protokolle,
a.a.O
.
（Fn.１３
）,S.３９３
f.
）。
（
８６
）V
gl.Reatz,
a.a.O
.
（Fn.１８
）,S.１８１
.
（
８７
）
し
た
が
っ
て
、
本
文
に
掲
載
し
た
第
二
草
案
三
五
一
条
二
項
の
原
文
は
、Pionier
社
版
、M
andry
の
私
撰
版
お
よ
び
官
版
第
二
草
案
に
お
け
る
そ
れ
で
あ
る
（
同
条
一
項
の
原
文
は
、
す
べ
て
の
暫
定
第
二
草
案
と
官
版
第
二
草
案
に
お
け
る
そ
れ
で
あ
る
）。
（
８８
）V
gl.Reatz,
a.a.O
.
（Fn.１８
）,S.１８２
.
（
８９
）Reatz,
a.a.O
.
（Fn.１８
）,S.１８１
.
（
９０
）
括
弧
内
の
数
字
は
、
第
二
草
案
三
五
三
条
に
対
応
し
て
い
る
第
一
草
案
三
〇
八
条
を
指
す
。
た
だ
し
、Reatz
版
の
み
、
こ
の
よ
う
に
第
一
草
案
三
〇
八
条
を
指
摘
す
る
の
で
は
な
く
、
第
二
草
案
三
五
三
条
が
記
載
さ
れ
て
い
る
部
分
の
左
側
に
第
一
草
案
三
〇
八
条
の
全
文
を
掲
載
し
、
第
一
草
案
三
〇
八
条
が
第
二
草
案
三
五
三
条
と
対
応
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
本
稿
一
を
参
照
）（Reatz,
a.a.O
.
（Fn.１８
）,S.１８２
f.
）。
（
９１
）V
gl.Protokolle,
a.a.O
.
（Fn.１３
）,S.３９６
ff.
古
屋
・
前
掲
注
（
５４
）
五
五
頁
以
下
。
（
９２
）
第
一
草
案
三
〇
八
条
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
。
「
旧
債
権
者
が
債
権
を
移
転
し
た
こ
と
を
債
務
者
に
通
知
せ
ず
、
債
権
の
移
転
を
内
容
と
し
、
又
は
、
旧
債
権
者
が
債
権
の
移
転
を
承
認
し
た
こ
と
を
内
容
と
す
る
公
正
証
書
を
新
債
権
者
が
債
務
者
に
呈
示
し
な
か
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
新
債
権
者
が
告
知
若
し
く
は
催
告
を
し
た
時
に
、
又
は
、
そ
の
後
に
遅
滞
な
く
、
そ
の
通
知
若
し
く
は
そ
の
証
書
の
呈
示
の
欠
缺
の
た
め
に
、
債
務
者
が
こ
れ
を
拒
絶
し
た
と
き
は
、
そ
の
告
知
又
は
催
告
は
、
無
効
で
あ
る
。
債
務
者
は
、
新
債
権
者
が
そ
の
欠
缺
を
治
癒
す
る
前
に
債
務
者
に
対
し
て
訴
え
を
提
起
し
た
と
き
は
、
債
権
の
移
転
を
否
認
し
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
賠
償
義
務
を
負
わ
ず
、
そ
の
訴
訟
に
お
い
て
旧
債
権
者
に
訴
訟
を
告
知
し
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
損
害
の
賠
償
を
新
債
権
者
に
対
し
て
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
（
９３
）
第
一
草
案
二
九
三
条
の
条
文
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
５９
）
を
参
照
。
（
９４
）V
gl.M
otive,
a.a.O
.
（Fn.７６
）,S.１３７
.
古
屋
・
前
掲
注
（
５４
）
四
九
頁
以
下
。
（
９５
）
債
務
法
部
分
草
案
一
八
条
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
。
「

旧
債
権
者
が
債
権
の
譲
渡
を
債
務
者
に
通
知
す
る
こ
と
な
く
、
か
つ
、
旧
債
権
者
が
交
付
し
た
債
権
の
譲
渡
又
は
そ
の
承
認
に
関
す
る
公
正
２４０
民
法
四
六
七
条
と
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
（
二
・
完
）
二
五
証
書
に
よ
っ
て
、
債
権
の
譲
渡
が
証
明
さ
れ
な
い
場
合
に
お
い
て
、
債
務
者
は
、
新
債
権
者
の
催
告
に
よ
っ
て
遅
滞
の
責
任
を
負
わ
ず
、
新
債
権
者
が
支
払
を
請
求
し
て
債
務
者
を
訴
え
た
と
き
は
、
債
権
譲
渡
を
否
認
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
の
賠
償
義
務
を
負
わ
ず
、
供
託
に
よ
っ
て
債
務
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

公
正
証
書
に
よ
っ
て
債
権
の
譲
渡
を
証
明
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
証
書
に
お
い
て
、
そ
の
譲
渡
の
原
因
と
な
る
法
律
行
為
を
証
明
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
た
だ
し
、
債
務
者
は
、
そ
の
法
律
行
為
に
よ
っ
て
、
債
権
の
譲
渡
の
効
力
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
債
務
不
存
在
の
抗
弁
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
（
９６
）V
gl.Schubert,
a.a.O
.
（Fn.７８
）,S.９７０
f.
古
屋
・
前
掲
注
（
５４
）
四
四
頁
以
下
。
（
９７
）V
gl.Reatz,
a.a.O
.
（Fn.１８
）,S.１８３
.
（
９８
）Pionier,
a.a.O
.
（Fn.２１
）,S.４９４
,
A
cP７９
（１８９２
）,S.４９４
.
（
９９
）V
gl.J.G
uttentag,
a.a.O
.
（Fn.９
－１
）,S.１１２
.
（
１００
）V
gl.Reatz,
a.a.O
.
（Fn.１８
）,S.１８４
.
（
１０１
）
古
屋
・
前
掲
注
（
７２
）
一
八
八
頁
を
参
照
。
（
１０２
）
古
屋
・
前
掲
注
（
５４
）
四
七
三
頁
以
下
、
古
屋
・
前
掲
注
（
７２
）
一
九
一
頁
を
参
照
。
（
１０３
）
古
屋
・
前
掲
注
（
５４
）
四
七
二
頁
、
拙
稿
「
債
権
譲
渡
法
に
お
け
る
形
式
的
対
抗
要
件
主
義
の
正
当
化
根
拠
―
―
債
権
の
多
重
譲
渡
に
お
け
る
債
権
取
引
安
全
の
確
保
の
方
法
に
つ
い
て
―
―
」
松
山
大
学
論
集
二
二
巻
一
号
（
二
〇
一
〇
年
）
五
一
五
頁
を
参
照
。
ま
た
、
前
掲
注
（
７１
）
も
参
照
。
（
１０４
）
古
屋
・
前
掲
注
（
５４
）
四
七
二
頁
以
下
、
古
屋
・
前
掲
注
（
１０３
）
五
一
五
頁
を
参
照
。
（
１０５
）
古
屋
・
前
掲
注
（
５４
）
四
七
一
頁
を
参
照
。
（
１０６
）
た
だ
し
、
譲
渡
人
が
債
務
不
履
行
に
陥
っ
た
と
き
は
、
譲
渡
債
権
を
債
務
者
に
対
し
て
行
使
す
る
た
め
に
（
第
二
草
案
三
五
三
条
二
項
）、
そ
し
て
、
債
務
者
が
譲
渡
に
つ
き
善
意
で
譲
渡
人
に
対
し
て
弁
済
し
、
譲
受
人
に
対
す
る
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
（
第
二
草
案
三
五
〇
条
一
項
）、
譲
受
人
が
譲
渡
人
の
使
者
ま
た
は
代
理
人
と
し
て
譲
渡
に
つ
い
て
通
知
を
す
る
こ
と
は
、
第
二
草
案
に
お
い
て
も
許
容
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
通
知
を
許
容
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
譲
受
人
が
担
保
で
あ
る
譲
渡
債
権
を
債
務
者
に
対
し
て
行
使
し
、
債
権
を
確
実
に
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
担
保
権
設
定
契
約
に
お
け
る
譲
渡
人
に
課
せ
ら
れ
た
信
義
則
上
の
義
務
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
（
１０７
）
こ
の
よ
う
な
確
定
日
付
説
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
第
一
譲
受
人
が
確
定
日
付
あ
る
通
知
書
を
具
備
し
、
第
二
譲
受
人
が
確
定
日
付
あ
る
承
諾
書
松
山
大
学
論
集
第
二
十
三
巻
第
四
号
二
六
２３９
を
具
備
し
た
場
合
、
お
よ
び
、
第
一
譲
受
人
も
第
二
譲
受
人
も
確
定
日
付
あ
る
承
諾
書
を
具
備
し
た
場
合
の
譲
受
人
間
の
優
劣
も
、
通
知
書
ま
た
は
承
諾
書
中
の
確
定
日
付
の
先
後
で
決
す
る
こ
と
に
な
る
。
（
１０８
）
拙
稿
「
ド
イ
ツ
債
権
譲
渡
制
度
に
お
け
る
債
権
取
引
安
全
へ
の
配
慮
に
関
す
る
覚
書
―
―
債
権
の
多
重
譲
渡
の
場
合
に
限
定
し
て
―
―
」
松
山
大
学
法
学
部
開
設
二
〇
周
年
記
念
論
文
集
刊
行
委
員
会
編
『
法
と
政
治
の
現
代
的
諸
相
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
一
〇
年
）
一
四
四
頁
以
下
、
古
屋
・
前
掲
注
（
５４
）
四
七
六
頁
以
下
、
古
屋
・
前
掲
注
（
７２
）
一
九
一
頁
以
下
、
古
屋
・
前
掲
注
（
１０３
）
五
一
五
頁
を
参
照
。
（
１０９
）
古
屋
・
前
掲
注
（
７２
）
一
八
六
頁
を
参
照
。
（
１１０
）
到
達
時
説
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
債
務
者
保
護
の
必
要
性
は
、
生
じ
る
余
地
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
到
達
時
説
に
お
い
て
も
、
日
民
四
六
七
条
二
項
は
、
究
極
的
に
は
複
数
譲
受
人
間
の
優
劣
決
定
基
準
（
確
定
日
付
あ
る
通
知
書
の
到
達
の
先
後
、
ま
た
は
確
定
日
付
あ
る
承
諾
書
に
よ
る
承
諾
の
先
後
）
を
定
め
た
規
定
、
つ
ま
り
、「
優
劣
決
定
機
能
」
を
担
う
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
機
能
は
、
複
数
譲
受
人
間
（「
横
の
関
係
」）
に
お
い
て
の
み
発
揮
さ
れ
、
債
務
者
に
対
す
る
関
係
（「
縦
の
関
係
」）
で
発
揮
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
通
知
書
中
の
確
定
日
付
に
お
い
て
劣
後
す
る
が
、
第
一
譲
受
人
よ
り
も
先
に
債
務
者
の
下
に
通
知
書
を
到
達
さ
せ
た
第
二
譲
受
人
に
対
し
て
弁
済
し
た
債
務
者
を
保
護
す
る
「
債
務
者
保
護
機
能
」
は
、「
優
劣
決
定
機
能
」
と
は
異
質
な
機
能
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、「
優
劣
決
定
機
能
」
を
担
う
日
民
四
六
七
条
二
項
は
、「
債
務
者
保
護
機
能
」
を
担
い
え
な
い
。
か
か
る
第
二
譲
受
人
に
対
す
る
債
務
者
の
弁
済
を
有
効
と
し
、
債
務
者
を
保
護
し
よ
う
と
す
る
到
達
時
説
も
、
異
な
る
機
能
を
同
一
線
上
で
論
じ
て
い
る
点
で
、（
論
理
的
）
問
題
を
有
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
（
古
屋
・
前
掲
注
（
７２
）
一
八
六
頁
以
下
も
参
照
）。
（
１１１
）
我
妻
栄
編
著
『
判
例
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル

債
権
総
論
』（
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
刊
行
会
、
一
九
六
五
年
）
二
八
一
頁
〔
水
本
浩
執
筆
〕、
磯
村
哲
編
『
注
釈
民
法
（
１２
）』（
有
斐
閣
、
一
九
七
〇
年
）
七
九
頁
お
よ
び
八
〇
頁
〔
沢
井
裕
執
筆
〕、
我
妻
・
前
掲
注
（
７１
）
二
七
八
頁
、
於
保
不
二
雄
『
債
権
総
論
』
〔
新
版
〕
（
有
斐
閣
、
一
九
七
二
年
）
三
五
七
頁
、
奥
田
・
前
掲
注
（
７１
）
五
〇
〇
頁
、
林
（
安
永
）＝
石
田＝
高
木
・
前
掲
注
（
７１
）
二
六
四
頁
等
を
参
照
。
（
１１２
）
な
お
、
沢
井
・
前
掲
注
（
１１１
）
九
〇
頁
を
参
照
。
（
１１３
）
前
掲
注
（
１１０
）
を
参
照
。
（
１１４
）
劣
後
譲
受
人
が
無
権
利
者
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
善
意
で
あ
る
こ
と
の
立
証
責
任
が
債
務
者
に
あ
る
こ
と
も
、
日
民
四
七
八
条
が
債
権
譲
渡
に
お
け
る
「
債
務
者
保
護
機
能
」
を
十
分
に
担
い
え
な
い
理
由
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
譲
渡
人
Ｇ
が
債
務
者
Ｓ
に
対
し
て
有
し
１
て
い
る
既
発
生
の
金
銭
債
権
で
あ
る
指
名
債
権
を
メ
イ
ン
バ
ン
ク
で
あ
る
Ｚ
銀
行
に
担
保
と
し
て
譲
渡
し
、
そ
の
後
、
同
一
債
権
を
同
じ
く
担
保
２
１
２
１
と
し
て
Ｚ
銀
行
に
譲
渡
し
た
場
合
に
お
い
て
、
確
定
日
付
に
お
い
て
Ｚ
銀
行
に
劣
後
す
る
Ｚ
銀
行
が
確
定
日
付
あ
る
通
知
書
を
Ｚ
銀
行
よ
り
も
先
２３８
民
法
四
六
七
条
と
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
（
二
・
完
）
二
七
２２
に
債
務
者
に
到
達
さ
せ
、
そ
の
た
め
、
Ｓ
が
Ｚ
銀
行
に
弁
済
し
た
と
き
は
、
Ｓ
が
「
Ｚ
銀
行
が
無
権
利
者
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
善
意
で
あ
る
こ
と
」
を
立
証
す
る
こ
と
は
、
困
難
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
（
１１５
）
水
本
浩
『
債
権
総
論
（
民
法
セ
ミ
ナ
ー
４
）』（
一
粒
社
、
一
九
七
六
年
）
一
五
五
頁
を
参
照
。
（
１１６
）
水
本
・
前
掲
注
（
１１５
）
一
五
五
頁
を
参
照
。
（
１１７
）
梅
起
草
委
員
は
、
通
知
前
ま
た
は
承
諾
前
に
債
務
者
が
譲
渡
人
に
対
し
て
弁
済
し
た
場
合
に
、
債
務
者
が
譲
受
人
に
対
し
て
二
重
弁
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
、
通
知
ま
た
は
承
諾
が
な
さ
れ
る
ま
で
は
、
譲
渡
債
権
は
不
完
全
に
譲
渡
人
に
帰
属
し
て
い
る
と
す
る
（
梅
・
前
掲
注
（
６２
）
二
〇
八
頁
以
下
を
参
照
）。
こ
の
よ
う
な
理
解
は
、
現
在
の
通
説
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
梅
起
草
委
員
の
見
解
は
結
局
、
指
名
債
権
の
多
重
譲
渡
が
可
能
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
を
示
す
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
多
重
譲
渡
が
行
わ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
行
わ
れ
た
と
し
て
い
る
に
等
し
い
こ
と
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
（
古
屋
・
前
掲
注
（
７４
）
三
二
七
頁
以
下
を
参
照
）。
（
１１８
）
以
上
に
つ
い
て
は
、
古
屋
・
前
掲
注
（
７４
）
二
九
六
頁
お
よ
び
三
一
五
頁
を
参
照
。
ま
た
、
日
民
四
六
七
条
一
項
の
「
そ
の
他
の
第
三
者
」
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
古
屋
・
前
掲
注
（
５４
）
七
五
頁
の
注
（
７５
）
を
参
照
。
（
１１９
）
有
泉
博
士
も
ま
た
、
日
民
四
六
七
条
一
項
に
つ
い
て
、「
専
らlegitim
ation
の
問
題
と
し
て
債
務
者
は
通
知
に
従
つ
て
弁
済
す
れ
ば
確
実
に
債
務
を
免
れ
る
し
、
譲
渡
人
に
通
知
を
な
さ
し
め
た
譲
受
人
が
譲
受
債
権
を
行
使
（
弁
済
を
な
さ
し
め
て
も
い
い
し
、
相
殺
免
除
等
を
な
し
て
も
い
い
）
す
れ
ば
債
権
は
完
全
に
消
滅
す
る
と
云
ふ
方
面
か
ら
規
定
し
た
も
の
」
と
さ
れ
て
い
る
（
有
泉
亨
・
判
例
民
事
法
昭
和
八
年
度
五
二
事
件
評
釈
（
有
斐
閣
、
一
九
三
七
年
）
一
九
一
頁
）。
（
１２０
）
古
屋
・
前
掲
注
（
７２
）
一
九
二
頁
、
古
屋
・
前
掲
注
（
７４
）
二
九
五
頁
を
参
照
。
（
１２１
）
た
と
え
ば
、
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
の
Ｇ
が
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
Ｓ
に
対
し
て
有
し
て
い
る
売
掛
代
金
債
権
を
メ
イ
ン
バ
ン
ク
で
あ
る
Ｚ
銀
行
に
担
保
と
し
て
譲
渡
し
た
が
、
Ｚ
銀
行
は
Ｓ
の
メ
イ
ン
バ
ン
ク
で
も
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
Ｚ
銀
行
が
日
民
四
六
七
条
一
項
の
通
知
ま
た
は
承
諾
を
具
備
す
る
前
に
、Ｓ
が
そ
の
譲
渡
に
つ
き
善
意
で
Ｇ
に
弁
済
し
た
と
き
は
、Ｓ
が
そ
の
善
意
を
立
証
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
（
１２２
）
古
屋
・
前
掲
注
（
７４
）
二
九
〇
頁
以
下
を
参
照
。
【
付
記
】
本
稿
は
、
二
〇
一
一
年
三
月
に
西
北
政
法
大
学
経
済
法
学
院
（
中
国
西
安
）
と
北
方
工
業
大
学
文
法
学
院
（
中
国
北
京
）
で
行
っ
た
研
究
報
告
を
基
礎
と
し
て
い
る
。
な
お
、
王
瑞
准
教
授
（
北
方
工
業
大
学
）
か
ら
は
、
有
益
な
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
ま
た
、
王
原
生
教
授
（
松
山
大
学
）
に
は
、
通
訳
で
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
松
山
大
学
論
集
第
二
十
三
巻
第
四
号
二
八
２３７
